
多数者による解散決議の自由と濫用一西独判例の研究を中心として一（別府）

（1）

一二三四

多
数
者
に
よ
る
解
散
決
議
の
自
由
と
濫
用

　
　
　
　
　
　
　
西
独
判
例
の
研
究
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
管
理
の
抑
制
措
置
の
研
究
（
そ
の
六
）

　
は
じ
め
に

間
題
の
所
在
－
多
数
者
権
力
の
不
当
利
用
の
側
面
に
関
連
し
て
ー

近
時
の
西
独
判
例
の
動
向

一
九
八
○
年
一
月
二
八
日
西
独
連
邦
裁
判
所
判
例
と
そ
の
意
義

結
び
に
代
え
て
ー
不
当
決
議
の
排
除
ー

別

　
　
は
じ
め
に

会
社
の
解
散
決
議
に
は
特
別
決
議
（
商
法
四
〇
五
条
、
有
限
会
社
法
六
九
条
二
項
）

府

三

墜良

が
必
要
で
あ
る
。
会
社
解
敵
が
適
法
（
多
数
決
要
件
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説昌ム
冒冊

通
り
）
に
決
議
さ
れ
た
以
上
、
そ
の
解
散
決
議
の
効
力
は
そ
の
動
機
な
い
し
意
図
に
左
右
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
（
最
判
昭
和
三
十
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

一
月
一
二
目
商
事
法
務
研
究
一
六
七
号
一
八
頁
）
。
し
か
し
、
決
議
自
体
（
解
散
）
の
内
容
は
形
式
的
に
は
法
令
・
定
款
違
反
や
公
序
良
俗
に
違

反
し
な
い
が
、
決
議
の
効
果
（
清
算
）
な
い
し
機
能
（
決
議
の
果
す
役
割
）
を
具
体
的
個
別
的
事
情
か
ら
客
観
的
に
捉
え
て
見
る
と
、
社
員
に

と
っ
て
実
質
的
に
不
当
な
結
果
（
不
公
正
な
結
果
）
に
な
る
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
従
来
こ
の
点
は
多
数
決
濫
用
の
間
題
と
し
て
匡
正
・
救
済
の
手
段
が
論
ぜ
ら
れ
る
一
方
で
、
社
員
が
議
決
権
力
を
不
当
行
使
（
濫
用
）
し
た

場
合
に
は
、
実
質
的
に
は
権
利
行
使
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
こ
の
よ
う
な
議
決
権
行
使
の
結
果
成
立
し
た
決
議
は
決
議
の
方
法
（
多
数
決
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
っ
た
と
す
る
こ
と
）
に
暇
疵
が
あ
っ
た
と
考
え
て
、
決
議
取
消
の
訴
の
対
象
と
な
り
う
る
旨
の
見
解
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
決
議
に
参
加

し
た
株
主
の
意
図
が
議
決
権
行
使
の
濫
用
と
し
て
間
題
に
な
り
う
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ω
　
し
か
る
に
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
当
該
決
議
以
前
の
多
数
者
（
以
下
用
語
法
上
、
過
半
数
所
有
者
と
か
多
数
支
配

者
と
も
い
う
）
の
「
事
前
措
置
」
（
後
述
三
本
件
判
例
の
図
解
参
照
）
が
解
散
の
結
果
と
し
て
の
清
算
を
先
取
り
し
た
よ
う
な
「
多
数
者
権
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

不
当
利
用
」
に
な
る
場
合
、
解
散
決
議
自
体
は
影
響
を
受
け
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
西
独
連
邦
裁
判
所
は
解
散
決
議
に
は
適
法

要
件
が
成
立
す
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
と
判
示
す
る
一
方
で
、
多
数
者
の
事
前
措
置
（
不
当
性
）
と
清
算
（
残
余
財
産
の
分
配
）
と
を
結
び
つ
け

る
こ
と
を
認
容
せ
ず
、
そ
の
不
当
性
（
蝦
疵
）
は
解
散
決
議
に
も
付
着
す
る
こ
と
に
な
り
う
る
と
し
て
、
清
算
の
や
り
な
お
し
を
命
じ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
判
例
は
少
数
者
を
締
め
出
す
手
段
と
し
て
多
数
者
権
力
を
利
用
す
る
こ
と
（
権
力
の
間
接
強
制
）
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
社
員
の
企
図
が
議
決
権
行
使
の
濫
用
と
な
り
う
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
、
そ
の
意
義
は
多
数
者
権
力
の
制
御
法
理
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
後
述
の
本
件
判
例
は
多
数
者
権
力
の
不
当
利
用
（
違
法
状
態
）
の
整
理
に
つ
ぎ
多
数
者
に
義
務
を
課
す
こ
と
に
な
る

こ
と
を
評
価
で
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

⑥
　
西
独
で
は
、
従
米
か
ら
多
数
者
に
よ
る
解
散
決
議
の
自
由
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
あ
り
、
解
散
決
議
に
関
す
る
か
ぎ
り
は
、
多
数
者
が
少
数

者
の
利
益
に
反
し
て
利
己
目
的
を
追
求
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
社
員
に
他
の
社
員
の
こ
と
を
考
慮
せ
よ
と
要
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求
で
き
る
の
は
会
社
（
共
通
の
会
社
目
的
）
が
存
続
し
て
い
る
間
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
会
社
継
続
の
意
思
が
な
い
以
上
、
ま
た
法
が
共
同
体
の
解

散
を
認
め
て
い
る
の
に
他
人
と
協
力
せ
よ
と
は
要
求
で
き
な
い
。
解
散
の
場
合
、
会
社
の
福
祉
と
い
う
こ
と
も
基
準
に
な
ら
ず
、
適
法
（
多
数

決
要
件
通
り
）
に
解
散
す
る
の
は
多
数
者
の
自
由
で
あ
る
。
特
別
多
数
を
構
成
す
る
社
員
が
少
数
者
と
の
共
同
体
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
場
合

（
投
下
資
本
を
他
の
目
的
に
転
用
し
た
り
、
企
業
を
将
来
自
己
の
計
算
に
お
い
て
の
み
経
営
す
る
な
ど
）
で
も
解
散
は
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の

趣
旨
が
展
開
さ
れ
て
い
て
、
少
数
者
を
追
出
す
た
め
の
手
段
と
し
て
解
散
決
議
が
利
用
さ
れ
る
場
合
も
、
同
じ
論
法
で
解
散
そ
の
も
の
は
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ら
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

実
方
正
雄
「
決
議
の
動
機
目
的
の
不
法
と
決
議
の
効
力
」
会
社
判
例
百
選
（
新
版
）
；
貢
果
河
本
廊
・
現
代
A
藝
へ
攣
版
）
…

頁
、
北
沢
正
啓
・
会
社
法
二
九
五
頁
、
蓮
井
良
憲
編
・
会
社
法
〔
現
代
商
法
講
義
2
〕
一
四
五
頁
な
ど
。

菱
田
政
宏
「
決
議
の
動
機
目
的
の
不
法
と
決
議
の
効
力
」
会
社
判
例
百
選
（
第
三
版
）
七
二
頁
以
下
。
な
お
こ
れ
ま
で
総
会
決
議
の
無
効
原
因
の
問
題

と
し
て
、
立
法
論
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
無
効
原
因
の
う
ち
平
等
原
則
違
反
や
固
有
権
侵
害
な
ど
現
在
の
株
主
の
利
益
侵
害
に
つ
い
て
は
そ
の
無
効
主

張
が
い
つ
ま
で
も
な
さ
れ
る
こ
と
に
反
対
し
、
取
消
訴
訟
の
類
型
化
で
規
制
し
た
り
（
北
沢
・
前
掲
掲
書
二
九
六
頁
、
大
隅
健
一
郎
・
全
訂
会
社
法
論

中
巻
七
二
頁
）
、
立
法
論
と
し
て
決
議
の
内
容
が
明
白
に
公
序
良
俗
又
は
株
式
会
社
の
本
質
に
反
す
る
場
合
以
外
の
蝦
疵
は
取
消
の
訴
と
考
え
る
展
開
も

あ
っ
た
（
石
井
照
久
．
株
主
総
会
の
研
究
七
五
頁
以
下
）
。
　
ま
た
松
田
判
事
は
、
た
と
え
ば
大
株
主
が
議
決
権
を
濫
用
し
、
会
社
の
犠
牲
に
お
い
て
自

己
の
利
益
を
計
る
場
合
の
決
議
は
無
効
で
あ
る
旨
を
展
開
さ
れ
て
い
た
（
松
田
二
郎
・
新
会
社
法
概
論
一
八
九
頁
）
。

ω
○
㌍
q
昌
①
＝
〈
。
ヨ
N
o
。
・
一
ご
o。
O
”
ぎ
9
Φ
》
臣
①
謁
①
の
o
一
一
の
9
鋒
N
＼
一
〇
〇
。
ど
ω
卜
o
。
願
呂
名
一
。
o。
9
一
零
o
。
甲
冒
一
〇
〇。
9
ψ
ω
㎝
㎝
’

（
男
巴
一
α
震
閏
矯
儀
餌
騨
O
日
ぴ
国
）
■

峯
国
。
睡
轟
騨
9
①
こ
楠
Φ
津
Φ
一
鼠
こ
R
》
区
ぎ
臣
巨
α
q
ぎ
濤
け
一
雪
§
ぎ
冒
ユ
静
。
ぎ
ぎ
。
匡
の
。
ぼ
弾
一
。
ω
9
。。
』
置
・

騨
霧
弩
程
ぎ
O
。
の
Φ
一
一
ω
9
舞
ω
葺
R
8
Φ
巨
仙
H
艮
①
希
ω
の
Φ
昌
。
犀
涛
首
α
R
卜
窪
Φ
凝
8
Φ
房
。
鼠
登
評
艮
・
冑
魯
貯
ご
o
。
9
ω
●
o
。
O
●

以
上
に
つ
い
て
は
龍
田
節
「
資
本
多
数
決
の
濫
用
と
ド
イ
ツ
法
」
法
学
論
叢
六
八
巻
二
号
四
六
頁
以
下
参
照
。
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説論

（
5
）

龍
田
・
前
掲
論
文
四
七
頁
。
な
お
本
稿
に
つ
い
て
、
形
式
的
に
は
会
社
を
解
散
し
な
が
ら
、
そ
の
直
後
に
同
じ
内
容
の
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
が
労
働

法
の
見
地
か
ら
問
題
に
な
る
こ
と
は
割
愛
し
て
い
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
（
辻
　
秀
典
「
偽
装
解
散
」
労
働
判
例
百
選
（
第
四
版
）
二

四
四
頁
以
下
掲
載
の
文
献
参
照
）
。
付
言
す
る
と
、
龍
田
教
授
は
前
掲
論
考
の
当
時
で
は
、
解
散
直
後
に
少
数
者
を
除
く
も
と
の
株
主
で
同
内
容
の
会

社
を
設
立
す
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
な
が
ら
、
い
っ
た
ん
他
人
と
共
同
企
業
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
者
は
、
自
分
が
株
式
を
譲
渡
し
て
会
社
か
ら
退
か

な
け
れ
ば
、
そ
の
他
人
と
縁
を
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
も
、
ゆ
き
す
ぎ
と
述
べ
て
あ
る
（
龍
田
・
前
掲
論
文
五
四
頁
参
照
）
。

問
題
の
所
在
ー
多
数
者
権
力
の
不
当
利
用
の
側
面
に
関
連
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

①
　
本
稿
は
多
数
者
権
力
の
不
当
利
用
（
濫
用
）
の
規
制
法
理
を
知
る
た
め
に
、
西
独
判
例
を
素
材
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
前
回
の
拙
論

　
　
ハ
　
レ

の
続
稿
と
し
て
展
開
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
究
極
の
狙
い
は
資
本
所
有
者
間
の
著
し
い
法
益
不
均
衡
の
調
整
法
理
（
平
衡
操
作
原
理
）

の
発
見
、
展
開
に
あ
る
。
伝
統
的
な
社
団
法
上
の
社
員
像
（
株
主
像
）
と
い
う
類
型
で
は
、
現
代
的
会
社
の
生
活
形
態
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
し
た
人
間
類
型
と
し
て
の
社
員
像
を
描
こ
う
と
す
れ
ば
、
現
実
を
無
限
に
戯
画
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い

か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ω
　
株
主
間
（
支
配
株
主
と
群
小
株
主
間
）
の
法
益
不
均
衡
を
調
整
す
る
間
題
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
支
配

株
主
の
会
社
経
営
へ
の
影
響
力
行
使
の
間
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
隠
れ
た
る
利
益
配
当
規
制
論
や
特
別
情
報
の
利
用
に
よ
る
財
産
利
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
規
制
論
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
＠
支
配
株
式
の
取
引
に
際
し
て
の
配
慮
義
務
の
間
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
支
配
株
式
譲
渡
の
規
制
や
不
十

分
な
情
報
関
係
の
規
制
論
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。
最
後
に
、
の
議
決
権
力
の
不
当
利
用
の
間
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
定
款
変
更
の
規
制
や
合
併
、

組
織
変
更
、
営
業
譲
渡
な
ど
企
業
契
約
の
規
制
に
関
し
、
あ
る
い
は
役
員
の
選
・
解
任
や
報
酬
（
給
与
、
賞
与
、
退
職
金
）
な
ど
の
条
件
規
制

論
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
本
稿
は
多
数
者
が
少
数
者
を
締
め
出
す
た
め
に
講
じ
た
事
前
措
置
が
会
社
解
敵
権
力
の
不
当
利
用
に
な
る
と
い
う
判
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（
5
）

例
を
捉
え
て
、
こ
の
検
討
を
通
し
て
多
数
者
権
力
の
不
当
利
用
の
規
制
を
考
察
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
拙
論
に
お
い
て
、
前
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ω
、
＠
、
の
の
問
題
に
応
答
す
る
た
め
に
、
多
数
者
の
積
極
的
（
誠
実
）
義
務
か
ら
規
制
論
を
試
み
て
い
る
。

⑥
　
私
見
で
は
、
資
本
多
数
決
の
制
御
法
理
と
し
て
「
一
定
の
具
体
的
理
由
あ
る
多
数
者
支
配
」
が
構
想
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
展
開
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
レ

い
る
。
こ
れ
は
西
独
の
学
説
・
判
例
に
倣
う
考
察
で
あ
る
が
、
適
法
す
な
わ
ち
多
数
決
要
件
通
り
の
多
数
者
支
配
行
動
が
イ
コ
ー
ル
「
実
質
正

当
」
な
多
数
者
行
動
に
な
る
た
め
の
法
理
（
正
義
）
と
し
て
、
一
種
の
法
律
要
件
論
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
刮
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

に
す
べ
て
の
多
数
決
は
形
式
的
要
件
以
外
に
実
質
的
要
件
、
す
な
わ
ち
不
文
法
的
要
件
と
し
て
「
具
体
的
理
由
」
に
よ
る
正
当
化
が
必
要
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
と
い
え
る
の
か
の
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
題
に
応
ず
る
た
め
に
、
ま
ず
社
員
た
る
地
位
を
利
用
し
て
、
社
員
と
し
て
で
な
い
利
益

を
追
求
す
る
こ
と
は
議
決
権
本
来
の
性
質
を
逸
脱
す
る
こ
と
に
な
り
、
か
か
る
方
法
に
よ
る
権
利
行
使
は
濫
用
法
理
に
よ
り
許
さ
れ
な
い
と
い

う
考
え
方
を
支
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
た
だ
、
現
代
的
会
社
法
で
は
、
こ
の
見
解
は
多
数
者
の
「
義
務
論
」
か
ら
、
つ
ま
り
多
数

決
濫
用
の
コ
畏
面
」
か
ら
も
再
構
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

　
そ
れ
は
一
つ
に
は
少
数
者
保
護
論
に
重
な
る
。
少
数
者
保
護
は
支
配
さ
れ
る
者
（
従
者
）
の
権
利
論
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
支
配
・

決
定
の
担
い
手
の
義
務
論
と
し
て
構
成
す
る
と
こ
ろ
に
、
多
数
者
権
力
の
制
御
法
理
が
少
数
者
保
護
に
重
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
二
っ
に
は
、
多
数
者
が
権
力
を
不
当
利
用
し
た
場
合
、
多
数
者
の
積
極
的
（
誠
実
）
義
務
違
反
と
し
て
適
当
な
制
裁
が
構
成
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
に
ょ
り
も
こ
の
義
務
に
違
反
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
多
数
者
お
よ
び
会
社
経
営
者
側
が
立
証
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
制
裁
に
は
決
議
の
取
消
・
無
効
と
か
、
会
社
ま
た
は
他
の
社
員
に
対
す
る
多
数
者
の
損
害
賠
償
義
務
が
構
成
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
比
較
法

　
　
　
　
　
（
⑫
）

的
根
拠
と
し
て
西
独
株
式
法
コ
七
条
お
よ
び
二
九
一
条
以
下
の
規
定
が
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
多
数
者
と
少
数
者
と
の
利
害
衝
突
に
関
す
る
規
制
内
容
と
し
て
、
多
数
者
が
会
社
組
織
の
影
響
力
を
利
用
し
て
、
会
社
ま
た
は
他

の
株
主
に
、
意
図
的
に
損
害
を
与
え
る
と
、
多
数
者
に
損
害
賠
償
義
務
が
構
成
さ
れ
、
ま
た
多
数
者
の
「
特
別
利
益
の
追
求
」
が
あ
る
と
、
「

取
消
権
」
が
構
成
さ
れ
る
（
西
独
株
式
法
二
四
三
条
二
項
）
。
た
だ
西
独
で
も
こ
の
特
別
規
制
が
多
数
者
権
力
の
不
当
利
用
の
規
制
と
し
て
機
能
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説論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

し
、
現
代
の
社
会
・
経
済
の
倫
理
基
準
と
し
て
事
態
に
即
応
し
て
い
る
か
、
に
つ
き
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
に
お

い
て
、
わ
が
国
会
社
法
論
に
は
以
上
の
よ
う
な
新
し
い
倫
理
基
準
を
支
持
す
る
見
解
は
少
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
）

ω
　
周
知
の
通
り
、
わ
が
国
で
は
資
本
多
数
決
の
限
界
を
画
す
る
研
究
は
枚
挙
で
き
な
い
ほ
ど
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
多
数
者
の
勢
力
増

大
に
と
も
な
っ
て
、
多
数
者
が
権
力
を
不
当
利
用
し
た
場
合
、
多
数
決
の
濫
用
法
理
に
基
づ
く
効
力
規
制
論
で
満
足
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現

実
に
変
化
し
て
い
る
株
主
像
（
法
人
株
主
像
の
実
態
）
を
捉
え
る
と
、
従
来
の
濫
用
規
制
論
で
は
十
分
で
は
な
く
、
そ
れ
で
満
足
し
て
は
現
代

的
会
社
法
学
が
資
本
の
法
益
不
均
衡
の
調
整
法
理
と
し
て
、
現
代
の
人
間
類
型
に
即
応
す
る
社
会
倫
理
的
要
請
に
適
し
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
料
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
近
時
の
西
独
の
学
説
・
判
例
の
傾
向
に
は
刮
目
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
多
数
者
権
力
の
規

制
法
理
に
新
た
な
期
待
が
も
た
れ
た
の
で
あ
る
。

　
西
独
で
は
、
多
数
決
要
件
通
り
、
す
な
わ
ち
適
法
の
多
数
所
有
者
は
す
べ
て
の
制
約
（
コ
ン
ト
・
ー
ル
）
か
ら
自
由
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
多

数
者
が
少
数
者
、
と
り
わ
け
好
ま
し
く
な
い
敵
対
者
を
締
め
出
す
こ
と
は
い
か
な
る
条
件
の
下
で
可
能
で
あ
る
か
、
に
言
及
し
た
著
名
な
判
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
レ

は
フ
ェ
ル
ト
・
ミ
ュ
ー
レ
ル
判
例
で
あ
る
。
そ
の
後
、
本
稿
の
対
象
と
な
る
多
数
者
の
措
置
が
会
社
（
共
通
の
目
的
）
を
専
ら
多
数
者
だ
け
で

継
続
す
る
目
的
で
決
定
さ
れ
る
場
合
、
た
と
え
ば
解
散
決
議
が
な
さ
れ
て
、
い
か
な
る
条
件
が
揃
う
と
、
そ
の
多
数
決
は
濫
用
が
あ
る
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

取
り
消
し
う
る
か
、
に
つ
い
て
は
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

㈲
　
と
こ
ろ
が
、
有
限
会
社
法
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
西
独
連
邦
裁
判
所
は
形
式
的
多
数
決
が
実
質
的
妥
当
性
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
を
判
示

す
る
に
至
っ
て
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
述
（
三
）
す
る
通
り
、
多
数
者
が
自
分
の
動
機
や
企
図
に
基
づ
い
て
、
既
に
解
散
決

議
の
実
行
以
前
に
い
ろ
い
ろ
な
「
事
前
措
置
」
を
講
じ
た
が
、
そ
れ
が
実
質
的
に
は
清
算
の
先
取
り
に
な
る
と
し
て
、
一
種
の
「
多
数
者
権
力

の
不
当
利
用
の
側
面
」
を
規
制
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
多
数
者
の
支
配
行
動
（
事
前
措
置
）
の
不
当
性
は
解
散
・
清
算
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

果
に
付
着
す
る
暇
疵
で
あ
る
と
し
て
、
取
消
権
者
た
る
少
数
者
を
勝
訴
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
こ
の
判
示
は
解
散
決
議
に
は
多
数
決
要
件

（
特
別
多
数
）
以
上
の
要
件
は
不
要
と
述
べ
て
い
る
が
故
に
、
判
決
の
理
由
づ
け
に
若
干
疑
間
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
間
題
と
し
て
は
、
果
し

一98一



多数者による解散決議の自由と濫用一西独判例の研究を中心として一（別府）

て
会
社
解
散
決
議
の
前
後
の
事
前
措
置
が
清
算
を
無
効
に
す
る
解
散
決
議
の
濫
用
を
理
由
づ
け
る
こ
と
に
な
る
か
・
に
つ
い
て
の
理
論
構
成
を

知
る
こ
と
に
あ
る
。

⑥
　
西
独
で
は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
以
来
の
伝
統
法
理
で
あ
る
「
多
数
者
が
決
定
し
、
か
っ
構
成
員
に
な
る
社
員
は
す
べ
て
そ
の
決
定
に
従
う
」

　
　
　
　
ハ
の
ソ

と
い
う
原
理
を
緩
和
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
　
「
多
数
は
多
数
な
り
」
と
い
う
資
本
多
数
決
法
理
が
大
別
す
る
と
・
後
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
ロ

ω
、
＠
、
二
段
階
の
制
御
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ω
　
一
つ
は
公
序
良
俗
違
反
法
理
や
権
利
濫
用
法
理
、
あ
る
い
は
株
主
平
等
原
則
法
理
の
下
で
、
す
べ
て
の
多
数
決
の
制
御
を
す
る
第
一
段

階
論
で
あ
る
。

　
㈲
第
一
段
階
の
資
本
多
数
決
の
制
御
理
論
と
並
列
し
て
、
第
二
段
階
論
が
あ
る
。
少
数
者
の
利
益
を
害
す
る
多
数
決
の
制
御
と
し
て
「
会
社

利
益
」
の
た
め
に
当
該
措
置
が
「
必
要
」
で
あ
り
、
そ
の
目
的
と
手
段
と
が
「
相
当
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
多
数
決
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
り

具
体
的
理
由
あ
る
正
当
化
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。
わ
が
国
で
は
こ
の
第
二
段
階
論
の
意
味
に
お
け
る
多
数
決
の
制
御
理
論
は
こ

れ
ま
で
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
少
数
者
の
不
利
益
侵
害
の
実
質
は
資
本
多
数
決
濫
用
に
対
す
る
効
力
論
と
し
て
解
決
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
抑
制
法
理
の
展
開
と
し
て
は
明
確
で
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
西
独
で
は
そ
の
⑰
の
第
二
段
階
論
を
め
ぐ
っ
て
、
会
社
法
で
は
多
数
者
の
す
べ
て
の
支
配
行
動
（
少
数
者
の
利
益
侵
害
）
に
「
具

体
的
理
由
」
あ
る
正
当
化
が
必
要
な
」
と
髪
る
か
、
に
つ
い
て
学
説
雰
れ
る
Q
あ
点
に
3
て
冤
解
後
述
（
三
）
の
研
究
書
及

す
る
が
、
多
数
決
の
制
御
鐘
と
し
て
以
下
蟹
こ
と
奮
こ
で
付
一
已
て
妻
た
い
・
西
独
の
轟
振
う
私
見
で
あ
る
こ
と
を
予
め
誉

と
わ
り
し
て
お
ぎ
た
い
。

　
の
　
多
数
者
の
特
別
責
任
を
構
成
す
る
た
め
に
は
、
多
数
者
の
積
極
的
（
誠
実
）
義
務
（
幻
8
冨
一
9
房
－
a
白
昌
巴
圃
鼠
房
覧
一
一
〇
窪
）
が
必
要

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
多
数
者
権
力
の
制
御
法
理
と
な
る
概
念
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
代
的
会
社
法
に
「
固
有
の
価
値
基

準
」
を
創
設
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
基
準
の
実
践
に
ょ
り
、
社
員
権
（
管
理
権
や
監
督
権
）
行
使
の
限
界
づ
け
が
可
能
で
あ
る
ば
か
り
で
な
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説論

く
、
そ
れ
以
上
に
、
当
該
会
社
や
共
同
体
で
あ
る
他
の
社
員
へ
の
法
的
、
あ
る
い
は
事
実
上
の
影
響
力
行
使
に
お
け
る
多
数
者
の
権
力
行
使
を
制

御
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
概
念
こ
そ
は
資
本
所
有
者
間
の
法
益
不
均
衡
の
調
整
法
理
と
し
て
機
能
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
い
う
主
張
が
あ
る
。
わ
が
国
で
は
そ
の
概
念
の
根
拠
は
民
法
第
一
条
の
法
理
に
求
め
る
以
外
に
な
い
が
、
多
数
者
が
保
有
す
る
こ
と
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
》

「
権
力
の
増
大
」
そ
の
も
の
に
根
拠
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
現
代
法
と
し
て
「
権
力
」
と
責
任
と
は
併
存
し
（
幻
8
宕
霧
3
臣
蔓

磐
8
惹
爵
宕
≦
R
）
、
多
数
者
権
力
な
い
し
そ
の
権
力
行
使
と
責
任
と
は
符
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
根
拠
法
理
か
ら
、
資
本
の
管
理
に
は
権
力
の
担
い
手
に
誠
実
義
務
（
配
慮
義
務
）
が
要
請
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

勿
論
、
こ
の
考
え
方
に
通
説
は
反
対
し
、
社
団
法
人
の
性
格
論
か
ら
導
き
な
が
ら
、
社
員
間
の
直
接
関
係
論
（
積
極
的
誠
実
義
務
論
）
を
否
定
す

る
。
し
か
し
、
社
員
の
権
力
（
影
響
力
）
は
義
務
と
符
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
が
否
定
さ
れ
る
構
成
も
概
念
法
学
的
で
あ

り
、
多
数
者
に
義
務
違
背
が
あ
れ
ば
社
員
の
訴
で
矯
正
救
済
で
き
る
、
と
解
し
て
よ
い
場
合
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。
多
数
者
支
配
を
有
利
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
隠
蔽
機
能
に
な
る
よ
う
な
理
論
構
成
は
可
及
的
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
結
局
は
、
多
数
者
の
義
務
拘
束
の
程
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
お
よ
び
社
員
構
造
に
即
し
て
決
せ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
概
念
は
「
規
範
」

を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
具
体
的
事
例
に
お
い
て
構
成
可
能
な
適
用
要
件
（
法
律
要
件
）
と
し
て
価
値
を
認
め
て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
思
う
。

　
し
か
し
て
、
近
時
の
西
独
連
邦
裁
判
所
民
事
第
二
部
の
下
す
傾
向
判
例
（
後
述
二
）
は
資
本
多
数
決
法
理
に
か
な
り
の
波
紋
を
投
げ
か
け
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
解
散
決
議
に
つ
い
て
も
影
響
が
あ
る
。
多
数
決
の
制
御
を
め
ぐ
る
見
解
の
分
岐
点
と
も
な
る
よ
う
に

　
　
（
25
）

思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
本
件
判
例
の
理
由
づ
け
に
興
味
が
あ
り
、
　
「
多
数
者
権
力
の
不
当
利
用
」
の
規
制
法
理
を
知
る
素
材
と
し
て
貴
重
な
判

例
で
あ
る
と
思
う
。

一100一

（
1
）
　
鼠
畏
8
ω
び
暮
け
Φ
び
N
貫
一
旨
巴
岳
9
窪
望
鴨
黛
含
茜
く
o
⇒
鼠
o
冴
『
Φ
一
房
φ
纂
ω
魯
Φ
置
琶
α
q
窪
ー
ω
o
ω
鷺
9
ビ
旨
晦
伽
R
国
導
ω
9
0
一
身
凝



多数者による解散決議の自由と濫用一西独判例の研究を中心として一（別府）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
12
）

一
W
O
国
薯
呂
お
oo
9
零
oo
i
鳩
ぽ
N
①
一
冴
9
ユ
捧
h
驚
q
暮
R
需
犀
目
①
房
益
＆
O
①
の
Φ
＝
ω
9
曽
暁
什
鴇
8
算
一
＼
お
o
o
一
｝
ω
。
嵩
］
眺
囲
。
零
o
一
蟻
量
日
臼
ぎ
β
d
R

置
曾
冨
8
げ
儀
。
ω
卜
墜
α
ω
巨
。
貸
ω
ぴ
Φ
ω
9
置
ω
ω
8
儀
霧
3
α
①
昌
箒
げ
昌
舞
詔
①
の
Φ
諄
9
聾
角
ー
N
轟
風
9
き
目
R
犀
琶
閃
蟄
零
国
冒
這
o。
9

ω
・
o
o
q
q
ー
”
ぎ
，
｝
貫
於
器
g
N
Φ
一
言
昌
西
一
〇
〇
〇
9
ω
。
0
8
騨

拙
稿
「
多
数
者
（
多
数
所
有
者
）
支
配
（
“
法
律
上
の
支
配
）
に
問
わ
れ
る
コ
定
の
具
体
的
理
由
」
と
は
f
西
独
判
例
研
究
を
契
機
と
し
て
ー
　
経

営
管
理
の
掬
制
措
置
の
研
究
（
そ
の
五
）
ー
　
鹿
児
島
大
学
法
学
論
集
十
六
巻
二
号
一
頁
以
下
。
な
お
福
岡
博
之
「
日
本
の
大
企
業
と
は
何
か
ー
そ
の

法
的
構
造
と
問
題
点
」
総
合
特
集
シ
リ
ー
ズ
ー
4
『
現
代
の
企
業
』
五
七
頁
の
指
摘
参
照
。

麟R

冨
旨
零
敏
号
ヨ
§
7
0
8
①
＝
零
鼠
津
鴇
8
窪
（
閃
目
儀
一
）
這
o
o
g
o
o
・
瞳
O
農
　
な
お
大
和
正
史
「
会
社
・
株
主
間
の
取
引
の
規
制
f
隠
れ
た
利

益
配
当
を
手
が
か
り
に
し
て
！
」
六
甲
台
論
集
二
六
巻
四
号
二
四
頁
以
下
参
照
。

》
＆
一
＼
客
ω
q
、
国
旨
の
9
巴
警
ヨ
鱒
ぎ
ω
O
頃
冒
一
零
9
ω
6
2
・
　
こ
れ
に
つ
い
て
拙
稿
「
大
株
主
の
積
極
的
義
務
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
鹿
児
島

大
学
法
学
論
集
十
三
巻
一
号
五
三
頁
以
下
参
照
。

図
R
冨
旨
名
8
富
3
き
夢
帥
爵
・
O
；
ω
ト
魔
斥
以
下
拙
論
は
H
・
ヴ
ィ
デ
マ
ン
教
授
の
見
解
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
名
勇
ぎ
ヨ
も
畠
6
‘

の
O
ω
●
①
①
9

浮
昌
象
差
＆
Φ
臼
”
憲
”
学
即
・
○
こ
ψ
蕊
ゼ
田
誉
霞
替
差
＆
聲
鋤
g
｝
男
8
鐸
ω
Φ
昏
一
の
9
①
冒
毬
の
鼠
富
ぎ
O
艮
。
馨
9
ヨ
臼
㍗
猛
伽
O
Φ
の
9
㌣

の
魯
”
津
鴇
8
簿
℃
N
O
男
O
＼
一
〇
〇
〇
9
ω
．
一
犠
に
．

拙
稿
・
前
掲
法
学
論
集
十
六
巻
二
号
二
九
頁
以
下
参
照
。

建
．
↓
一
日
ヨ
”
”
●
僧
O
こ
ω
●
①
①
8

菱
田
・
前
掲
百
選
七
三
頁

国o

誉
o
辞
胡
一
8
Φ
臼
帥
昌
鮮
O
o
ω
o
｝
〆
9
幾
鶏
①
9
け
　
（
ご
o
o
O
）
矯
ω
眞
8
欺
・

嵐
R
ぴ
R
貯
薯
一
＆
o
B
”
p
ぴ
の
o
器
＝
8
び
”
沖
の
吋
8
拝
（
一
り
oo
O
）
》
ω
。
窃
①
協
眺
●

田
中
誠
二
・
会
社
法
研
究
（
第
二
巻
）
二
一
九
頁
以
下
参
照
。
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説払責冊

（
1
3
）

（
M
）

　15

）

（
賂
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
班
）

（
2
2
）

（
2
3
）

W
・
テ
ィ
ム
は
物
的
会
社
法
に
「
原
状
回
復
」
　
（
西
独
民
法
二
四
九
条
）
の
構
想
を
明
か
に
し
て
、
支
配
株
主
の
企
業
関
連
的
誠
実
義
務
を
展
開
し
て

い
る
。
多
数
者
権
力
の
不
当
（
違
法
）
状
態
の
排
除
の
根
拠
に
原
状
回
復
の
根
拠
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
多
昆
臼
β
冒
お
o。
9

ω
。
爲
一
）
。

神
田
秀
樹
「
資
本
多
数
決
と
株
主
間
の
利
害
調
整
（
一
）
」
法
学
協
会
雑
誌
九
八
巻
六
号
『
頁
以
下
は
最
新
の
文
献
で
あ
る
。
著
者
に
ょ
り
、
拙
稿
の

こ
れ
ま
で
の
誠
実
義
務
論
に
関
連
し
て
「
株
主
総
会
決
議
に
関
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
誠
実
義
務
と
い
う
理
論
構
成
を
と
る
必
要
も
な
く
、
多
数
決
濫
用

理
論
で
カ
バ
ー
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
い
か
な
る
場
合
に
多
数
決
濫
用
あ
る
い
は
誠
実
義
務
違
反
と
い
え
る
か
が
一
番
の
問
題
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
、
と
の
指
摘
が
あ
る
（
神
田
・
前
掲
法
協
四
八
頁
参
照
）
。

頴
置
臼
爵
一
。
と
幕
算
辱
⑦
ほ
雷
一
ト
ω
①
ω
い
く
ひ
q
一
◎
問
8
ぎ
R
＼
ω
。
ぎ
Φ
一
q
。
び
く
。
鼠
霧
ω
琶
o
q
ω
註
監
α
q
犀
①
坤
琶
儀
国
8
算
の
巳
暮
聾
。
『
琴

》
葬
げ
賞
g
拝
（
一
〇
8
）
甲
8
9
目
巴
の
一
＜
R
ド
器
離
躍
ω
註
魯
蒔
ぼ
騨
q
且
閃
8
茸
の
日
蔦
げ
轟
q
9
ぼ
臣
繹
δ
匿
g
拝
（
一
〇
爲
Y
岩
崎
　
稜
「
転
換

法
に
よ
る
転
換
の
合
憲
性
」
ド
イ
ッ
判
例
百
選
一
四
一
頁
以
下
。

マ
。
目
琶
り
『
N
這
o
o
O
あ
●
8
9

b
一
Φ
》
算
一
窪
α
q
o
ω
Φ
一
尻
魯
”
坤
b
o
＼
一
り
o
o
ど
ω
・
お
・

勾
の
N
O
o
Q
｝
器
㎝
（
漣
O
）
潟
O
N
昌
P
謹
o
。
（
鵠
認
律
）
な
お
拙
稿
・
法
学
論
集
一
六
巻
二
号
二
九
頁
参
照
。

こ
れ
は
M
・
ル
タ
ー
の
見
解
に
従
っ
た
も
の
で
、
「
会
社
法
に
お
け
る
多
数
決
の
抑
制
の
た
め
の
二
段
階
論
」
　
（
N
名
Φ
マ
認
鼠
Φ
㌣
↓
冨
R
澄
注
り
島
一
Φ

国

o
筥
3
＝
○
ぎ
昌
鼠
①
冒
冨
犀
の
ぴ
2
9
露
窃
窪
一
目
国
o
愚
日
暮
δ
ロ
鴇
9
拝
）
と
述
べ
て
い
る
（
鼠
・
ピ
旨
け
R
N
O
図
ぐ
お
o
o
ど
9
一
お
）
。

竃
貰
。
岳
ピ
轟
。
5
鼠
響
＆
①
一
一
。
q
呂
ま
目
一
一
9
。
卑
協
。
注
霞
旨
の
ω
。
・
営
Φ
。
り
oコ
Φ
N
罐
鶴
①
。
犀
ω
雲
の
の
。
包
拐
紹
9
N
O
男
。
。
＼
一
鴇
P
ω
・
邊
一
・

鼠
幾
窪
ω
一
9
け
R
一
N
O
肉
一
＼
む
o
o
μ
あ
●
嶺
Q
唐

国
Φ
誉
o
詳
薯
一
＆
①
β
醤
9
0
①
ω
o
二
ω
o
富
沖
R
8
耳
（
一
〇
。
。
一
）
あ
・
“
瞳
協
鴇
●

拙
稿
「
大
株
主
（
ま
た
は
支
配
株
主
）
の
行
動
焼
範
（
積
極
的
義
務
）
を
め
ぐ
る
一
考
察
（
ス
イ
ス
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
に
関
連
し
て
）
」
　
鹿
児
島

大
学
法
学
論
集
十
五
巻
二
号
三
三
頁
以
下
。
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多数者による解散決議の自由と濫用一西独判例の研究を中心として一（別府）

（
2
4
）

（
2
5
）

H
・
ヴ
ィ
デ
マ
ン
の
見
解
で
も
あ
る
（
頃
・
名
凶
Φ
留
ヨ
琶
9
0
霧
9
一
零
富
沖
¢
冨
o
算
（
ご
oo
O
）
あ
ム
8
ω
本
ω
ビ
）
。

M
・
ル
タ
ー
の
見
解
に
よ
る
と
、
メ
ス
ト
メ
ッ
カ
ー
、
ツ
ェ
ル
ナ
ー
、
ブ
ル
ー
メ
ン
レ
ー
ル
、
ヴ
ィ
デ
マ
ン
、
フ
ユ
ク
セ
ル
の
学
説
の
努
力
に
よ
り
、

連
邦
裁
判
所
が
当
該
多
数
決
に
よ
る
少
数
者
の
地
位
の
利
益
侵
害
は
そ
れ
が
会
社
全
体
の
利
益
（
必
要
で
あ
り
、
相
当
で
あ
る
こ
と
）
に
な
る
場
合
に

の
み
有
効
に
行
わ
れ
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
認
容
し
て
き
た
旨
を
述
べ
て
い
る
（
竃
．
b
9
酔
段
西
O
園
ぐ
ご
o
。
一
あ
」
器
）
。

二
　
近
時
の
西
独
判
例
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

①
　
I
T
T
判
例
（
閃
O
悶
N
O
即
窃
）
と
そ
の
意
義
　
　
会
社
を
支
配
す
る
社
員
は
そ
の
議
決
権
も
し
く
は
影
響
力
行
使
に
つ
い
て
他
の
社
員

の
利
益
を
斜
酌
す
べ
し
と
い
う
法
理
を
明
確
に
言
及
し
た
の
は
こ
の
判
例
で
あ
る
。
そ
れ
に
ょ
る
と
「
多
数
者
が
会
社
の
経
営
管
理
へ
影
響
を

お
よ
ぽ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
他
の
社
員
の
会
社
関
係
上
の
諸
利
益
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
、
そ
の
利
益
を
平
衡
さ
せ
る
も
の
と
し

て
、
そ
の
他
の
社
員
の
諸
利
益
を
配
慮
す
る
会
社
法
上
の
義
務
を
多
数
者
に
要
求
す
る
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
私
見
に
よ
る
と
、
こ
の
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
）

例
法
理
は
会
社
法
に
「
平
衡
操
作
原
理
」
を
求
め
た
も
の
と
解
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
も
っ
て
物
的
会
社
法
で
も
社
員
の
義
務
拘
東
（
誠
実
義

務
）
が
認
め
ら
れ
、
少
数
者
保
護
の
基
礎
法
理
が
展
開
さ
れ
た
、
と
評
価
さ
れ
う
る
。
そ
の
後
、
西
独
判
例
に
お
い
て
定
款
変
更
や
会
社
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

本
構
造
の
変
更
に
お
け
る
総
会
で
の
「
多
数
者
権
力
の
不
当
利
用
の
側
面
」
は
判
例
法
上
は
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
総
会
決

議
に
は
「
法
律
要
件
通
り
の
多
数
決
」
と
い
う
必
要
条
件
を
確
定
す
る
だ
け
で
正
当
で
あ
っ
た
。
た
だ
総
会
は
公
序
良
俗
の
原
則
、
権
利
濫
用

法
理
あ
る
い
は
社
員
平
等
の
原
則
に
よ
っ
て
一
般
的
に
制
御
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
て
、
多
数
者
の
自
由
裁
量
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
と
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ω
　
マ
ン
ネ
ス
マ
ン
判
決
（
劇
O
国
N
8
｝
一
旨
）
と
そ
の
方
向
　
　
　
I
T
T
判
決
に
新
た
な
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
間
に
「
上
限
つ
き
議
決
権

制
度
」
の
導
入
の
た
め
の
定
款
変
更
決
議
を
め
ぐ
る
判
決
が
下
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
株
主
の
取
消
の
訴
を
棄
却
し
た
判
例
で
あ
る
が
、
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説論

会
社
社
団
制
度
を
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
株
主
は
事
情
に
よ
っ
て
は
、
具
体
的
場
合
に
、
他
の
株
主
よ
り
不
平
等
に
不

利
益
（
負
担
）
を
課
さ
れ
る
よ
う
な
侵
害
を
、
一
定
の
限
度
内
で
甘
受
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
絶
対
多
数
者
が
企
業
全
体
の
利
益
に
お
い
て
そ
の

こ
と
を
必
要
と
認
め
、
立
法
者
が
こ
れ
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
目
的
を
保
護
に
値
す
る
も
の
と
し
て
い
る
場
合
で
、
か
つ
恣
意
性
が
排
除
さ
れ

て
い
る
場
合
、
株
主
が
不
利
益
を
甘
受
す
る
の
も
や
む
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
当
然
に
と
も
な
っ
て
い
る
」
。
定
款
を
変
更
し
て
上
限
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

議
決
権
を
導
入
す
る
場
合
、
ま
さ
に
こ
の
場
合
に
あ
た
り
、
条
文
自
体
に
よ
り
立
法
的
解
決
が
さ
れ
て
い
る
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
7
）

⑥
　
カ
リ
・
ザ
ル
ツ
判
例
（
国
の
国
N
譲
博
お
）
と
そ
の
結
果
　
　
　
こ
の
判
決
も
株
主
の
取
消
の
訴
を
棄
却
し
た
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
判
示
を

し
た
の
で
あ
る
。
「
資
本
増
資
は
事
物
の
性
質
上
当
然
に
、
会
社
の
目
的
つ
ま
り
会
社
の
利
益
に
関
係
し
て
い
る
か
ら
、
増
資
に
結
び
つ
く
新
株

引
受
権
の
排
除
も
、
そ
の
妥
当
性
を
「
会
社
利
益
」
に
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
観
点
は
す
べ
て
の
新
株
引
受
権
の
排
除
の
た
め
に

「
一
定
の
具
体
的
理
由
（
紹
9
一
一
9
①
O
急
＆
Φ
）
」
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
当
然
と
し
、
そ
の
具
体
的
理
由
に
は
新
株
引
受
権
を
排
除
さ
れ
る

株
主
の
社
員
た
る
地
位
お
よ
び
財
産
権
上
の
侵
害
が
ひ
ど
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
厳
格
な
必
要
条
件
が
付
加
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
。
　
「
新
権
引
受
権
の
排
除
は
そ
の
決
議
の
時
点
か
ら
見
て
、
新
株
引
受
権
を
排
除
さ
れ
る
株
主
の
結
果
を
十
分
に
配
慮
し
て
も
、
　
『
具

体
的
理
由
』
に
よ
り
会
社
の
利
益
が
正
当
化
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
新
株
引
受
権
の
排
除
決
議
は
認
容
さ
れ
る
」
と
。

　
換
言
す
る
と
、
こ
れ
は
新
株
引
受
権
の
排
除
が
適
法
要
件
（
多
数
決
要
件
）
ば
か
り
で
な
く
、
不
文
法
的
要
件
と
し
て
「
一
定
の
具
体
的
理

由
」
あ
る
有
効
要
件
が
あ
る
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
判
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
に
株
主
の
議
決
権
排
除
は
「
会
社
利
益
」
の
た

め
に
必
要
で
あ
り
、
他
方
に
そ
れ
は
新
株
引
受
権
の
利
益
と
の
比
較
較
量
後
は
じ
め
て
、
総
会
決
議
は
有
効
で
あ
る
と
い
う
。
適
法
要
件
（
多

数
決
要
件
）
と
い
う
条
件
に
付
加
し
て
、
当
該
総
会
決
議
の
積
極
的
認
容
要
件
と
し
て
「
必
要
性
」
と
「
相
当
性
」
の
原
則
、
す
な
わ
ち
私
見

に
よ
る
コ
定
の
具
体
的
理
由
」
の
法
律
要
件
論
（
必
要
・
十
分
条
件
）
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
多
数
者
は
少
数
者
の
社
員
た
る
地
位

を
侵
害
し
て
は
な
ら
ず
、
多
数
者
が
決
定
し
、
会
社
の
目
標
を
設
定
し
、
あ
る
い
は
組
識
へ
介
入
す
る
措
置
は
コ
定
の
具
体
的
理
由
（
ω
零
霞
♂
富

O
愚
昌
留
）
」
　
に
ょ
り
さ
さ
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
理
由
は
「
会
社
利
益
」
に
関
す
る
理
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
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（
8
）

な
る
。
再
換
言
す
る
と
、
こ
の
カ
リ
・
ザ
ル
ッ
判
決
の
結
果
、
多
数
者
の
当
該
決
議
に
よ
り
、
た
と
え
少
数
者
の
社
員
た
る
地
位
へ
の
不
利
益

侵
害
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
決
議
が
「
会
社
利
益
」
す
な
わ
ち
共
同
の
目
的
達
成
に
「
必
要
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
相
当
」
で
あ
る
場
合
、
そ
の

決
議
は
有
効
と
な
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ω
　
既
に
拙
論
に
お
い
て
、
こ
の
カ
リ
・
ザ
ル
ツ
判
決
と
そ
れ
を
支
持
す
る
西
独
の
学
説
に
依
拠
し
な
が
ら
、
若
干
の
考
察
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
多
数
者
権
力
の
抑
制
法
理
の
再
検
討
の
契
機
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
拙
論
の
「
一
定
の
具
体
的
理
由
あ
る
多
数
者
支
配
」
が
あ

る
種
の
法
思
想
に
結
び
つ
く
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
既
述
山
、
働
、
圖
の
各
判
示
か
ら
推
し
て
、
西
独

会
社
法
の
所
論
で
は
偶
の
カ
リ
・
ザ
ル
ッ
判
例
の
叫
層
の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
株
引
受
権
の
排
除
決

議
以
外
の
定
款
変
更
や
、
会
社
の
基
本
構
造
な
い
し
組
識
原
理
の
決
議
に
ど
の
程
度
多
数
決
決
定
の
新
た
な
抑
制
法
理
が
展
開
さ
れ
る
だ
ろ
う

か
に
つ
き
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
の
対
象
と
す
る
多
数
者
に
ょ
る
会
社
解
散
決
議
に
つ
い
て
は
、
カ
リ
・
ザ
ル
ッ
判
例
法
理
す
な
わ
ち

コ
定
の
具
体
的
理
由
あ
る
多
数
者
支
配
」
の
思
想
が
い
か
に
接
続
さ
れ
る
か
興
味
が
も
た
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
後
述
（
三
）
の
通
り
、

西
独
連
邦
裁
判
所
は
「
会
社
解
散
決
議
に
は
、
な
ん
ら
具
体
的
理
由
あ
る
正
当
性
と
い
っ
た
不
文
法
的
要
件
は
必
要
な
い
旨
」
を
判
示
す
る
｝

方
、
解
散
決
議
に
至
る
事
前
措
置
を
実
質
的
（
具
体
的
）
に
考
慮
す
る
こ
と
、
「
全
体
評
価
」
と
し
て
取
消
権
者
た
る
原
告
（
少
数
者
）
に
理
由

が
あ
り
、
多
数
者
に
清
算
を
や
り
な
お
す
義
務
が
あ
る
こ
と
、
を
妥
当
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
多
数
者
に
よ
る
清
算
先
取
り
措

置
（
事
前
措
置
）
が
生
じ
て
い
る
多
数
決
は
存
続
で
き
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
多
数
者
の
支
配
行
動
の
暇
疵
は
、
清
算
実
施
決
議
そ
の
も
の
に

　
　
　
　
（
9
）

も
付
着
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
1
）

国
。
鋸
艮
即
Φ
ぎ
一
且
①
び
⇒
窪
8
岳
。
げ
雪
ぎ
o
旨
臣
ー
国
。
目
。
g
－
ω
Φ
憩
§
ど
凝
儀
R
浮
け
の
g
＆
§
α
q
零
鵠
◎
伊
呂
ー
＆
露
ω
＼
一
。
困

ω
あ
o
o
O
腫
早
川
勝
「
コ
ン
ツ
エ
ル
ン
に
お
け
る
有
限
会
社
の
過
半
数
社
員
の
誠
実
義
務
に
つ
い
て
｝
I
T
T
事
件
判
決
を
手
が
か
り
と
し
て
f
］

下
関
商
経
論
集
二
〇
巻
二
号
六
三
頁
、
拙
稿
・
法
学
論
集
一
三
巻
一
号
二
九
頁
以
下
。
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説蔓ム
肖冊

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

拙
稿
「
大
株
主
（
ま
た
は
支
配
株
主
）
の
掴
制
法
理
（
積
極
的
義
務
）
の
展
開
（
英
米
法
に
関
連
し
て
）
」
鹿
児
島
大
学
法
学
論
集
一
四
巻
二
号
二
七
頁

以
下
。
私
見
で
は
現
代
企
業
を
め
ぐ
る
利
害
関
係
者
に
対
し
、
大
株
主
の
社
会
的
当
為
性
た
る
積
極
的
義
務
が
強
調
さ
れ
る
旨
を
展
開
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
現
代
に
お
け
る
企
業
集
中
化
の
中
で
、
大
株
主
ま
た
は
支
配
株
主
（
フ
ィ
ク
サ
ー
）
、
そ
し
て
企
業
理
事
者
が
「
私
益
」
　
（
会
社
の
利
益
以
外

の
利
益
）
の
追
求
に
だ
け
行
動
し
、
「
平
衡
操
作
（
介
入
）
可
能
な
利
益
調
整
原
理
」
と
し
て
の
会
社
の
利
益
を
阻
害
し
、
ひ
い
て
は
大
企
業
が
「
社
会

的
責
任
」
を
果
せ
な
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
大
株
主
の
不
当
か
つ
不
合
理
な
行
動
が
問
責
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
、
法
理
想
主
義
の
原
点
に
戻
っ
て
再

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
こ
こ
に
は
会
社
法
に
「
利
益
の
平
衡
操
作
原
理
」
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
料
し
て
い
る
。

》
＆
ぐ
属
09
0
1
国
旨
の
9
⑦
置
9
α
q
（
切
O
鵠
鯉
冒
ご
お
一
9
一
）
は
株
式
会
社
に
つ
い
て
I
T
T
判
例
法
理
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

累
。
↓
一
目
日
｝
一
N
お
oo
P
ω
。
①
①
9

正
亀
慶
介
「
西
独
に
お
け
る
大
株
主
の
議
決
権
の
制
限
」
商
事
法
務
八
九
七
号
一
五
頁
以
下
、
拙
稿
・
法
学
論
集
一
六
巻
二
号
一
二
頁
以
下
、
木
内
宣

彦
「
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
企
業
法
、
会
社
法
の
動
向
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
七
一
九
号
二
〇
頁
以
下
。

付
言
し
て
お
く
と
、
西
独
株
式
法
一
三
四
条
は
議
決
権
制
限
を
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
上
限
つ
き
議
決
権
の
導
入
に
ょ
っ
て
、
い
か
な
る
決
議
の
場

合
に
も
大
株
主
が
議
決
権
を
制
限
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
　
「
法
律
又
は
定
款
上
必
要
な
資
本
多
数
の
計
算
に
際
し
て
は
、
右
の
制
限
は
考
慮
し
な
い

も
の
と
す
る
」
　
（
西
独
株
式
法
一
三
四
条
｝
項
末
文
）
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
定
款
変
更
決
議
、
合
併
、
編
入
、
会
社
の
営
業
財
産
の
譲

渡
な
ど
の
決
議
は
資
本
多
数
決
で
あ
り
、
少
数
株
主
権
行
使
の
資
格
も
出
資
額
の
資
本
に
対
す
る
割
合
が
基
準
と
な
る
。

拙
稿
・
法
学
論
集
十
六
巻
二
号
一
八
頁
以
下
参
照
。

国
R
ぴ
Φ
昌
毒
凶
＆
①
ヨ
胃
ぴ
0
8
①
一
一
ω
9
聾
の
器
。
穿
（
一
。
o。
O
）
い
oo
鞠
凝
9
竃
畦
。
虜
ピ
暮
帥
9
N
O
幻
一
＼
お
o。
ど
ω
・
一
お
・
国
①
誉
①
旨
ヨ
亀
Φ
目
程
目
｝

N
O
勾
N
＼
ご
o
o
O
あ
。
H
鳶
睡
．

g
Φ
》
窪
①
鑛
。
の
。
房
魯
鑑
瞥
鱒
＼
ご
。。
ト
の
・
腿
Q
。
h
協
・
“
N
弩
く
＆
。
蒔
g
o
q
α
q
Φ
の
㊤
一
一
の
9
興
ω
ヰ
①
巨
R
oo
。
＆
R
く
。
澄
一
一
Φ
q
琶
N
畦
o
Φ
一
叶
。
民
欝
g
－

琶
ひ
q
〈
8
ω
Φ
ω
魯
一
鳥
B
ぎ
凶
Φ
ぎ
倉
円
3
西
｛
8
鐸
巨
α
q
ω
i
＆
R
閃
Φ
ω
馨
Φ
＝
暮
α
Q
ω
践
認
Φ
甲
㌔
9
一
乙
R
尋
α
葺
o
巳
臣
ご
（
ω
畠
l
d
詳
色
。

〈
o
目
N
oo
』
。
一
〇
〇〇
一
）
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三
　
剛
九
八
O
年
剛
月
二
八
日
西
独
連
邦
裁
判
所
判
例
と
そ
の
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ω
　
事
実
の
概
要
（
多
数
者
の
事
前
措
置
）
被
告
有
限
会
社
（
閏
琶
魅
O
日
げ
国
）
の
定
款
に
は
、
社
員
総
会
は
五
分
の
四
の
資
本
多
数
決
を

も
っ
て
当
会
社
の
解
散
を
決
議
で
き
る
旨
が
定
め
て
あ
る
。
こ
の
会
社
の
資
本
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
有
す
る
少
数
者
（
原
告
）
と
、
業
務
執
行

社
員
で
あ
り
か
つ
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
資
本
を
有
す
る
多
数
者
（
F
婦
人
）
と
が
対
立
・
反
目
す
る
こ
と
に
な
り
、
多
数
者
た
る
F
婦
人
は
一

連
の
事
前
措
置
（
図
解
参
照
）
を
講
じ
な
が
ら
、
一
九
七
五
年
一
月
一
六
日
の
社
員
総
会
に
お
い
て
、
被
告
会
社
を
解
散
し
た
。
こ
の
解
散
決

議
の
取
消
・
無
効
を
求
め
て
、
原
告
は
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
て
争
っ
た
。
F
婦
人
（
多
数
者
）
は
公
序
良
俗
に
反
し
、
会
社
の
誠
実
義
務
に

違
反
し
て
い
る
こ
と
、
会
社
財
産
の
う
ち
無
体
財
産
の
価
値
は
補
償
さ
れ
ず
に
、
被
告
会
社
の
財
産
は
多
数
者
た
る
F
婦
人
と
そ
の
母
親
と
が

設
立
し
た
新
会
社
（
H
有
限
会
社
）
へ
譲
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
少
数
者
た
る
原
告
の
損
害
と
な
る
よ
う
に
会
社
財
産
を
横
領
す
る
こ
と
を
企

図
し
て
、
盛
業
中
の
会
社
を
つ
ぶ
す
た
め
に
「
多
数
者
権
力
」
を
濫
用
し
た
こ
と
、
多
数
者
た
る
F
婦
人
の
事
前
措
置
に
よ
り
、
清
算
人
は
被

告
会
社
の
固
定
資
産
お
よ
び
流
動
資
産
を
多
数
者
設
立
の
新
会
社
（
H
有
限
会
社
）
へ
売
り
渡
す
以
外
に
途
は
な
い
よ
う
な
事
実
が
作
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
こ
と
、
業
務
執
行
社
員
の
辞
任
の
正
当
性
を
捏
造
し
、
会
社
に
対
す
る
義
務
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
主
張
し
た
の
で
あ

る
Q
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　　　　　　　　　　　　　　　論　説

1980年1月28日西独連邦裁判例図解

被告会社（Hydair　GmbH）の解散決議

原告（10％所有）
一
F
婦 人（90％所有）（多数者）対立・反目

多数者（F婦人）の事前措置『皿唱躍8　　輩

④被告会社の営業財産の譲受を目的として

　　母と新会社（Hydraulika　GmbH》設立

◎新会社のため被告会社の営業所の賃貸借

　　解除など

0再雇傭を条件に、被告会社の従業員の雇

　　用契約解除の合意など

e新会社は被告会社の商号・のれんを承継

　　する旨の宣伝行為

㊥被告会社の業務執行役員辞任

19
鷲
梶
l
l
l
；
l
l
Ψ

1974年
12月30日

違法状態

（不当性）

國一一 解　　散

1975年
1月16日

④臨時社員総会（解散決議一多数決原理）

◎　清算人選任・清算実施決議

匝｝》穐
清　算（残余財産の分配）

1975年
1月31日
あるいは
2月28日

④　被告会社の営業財産の新会社（Hydrau！ika）

　　への一括譲渡

◎雇用契約解除合意

解散決議無効・清算やりなおし　　多数者の協力義務
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多数者による解散決議の自由と濫用一西独判例の研究を中心として一（別府）

㈱
　
判
旨
　
下
級
審
で
は
、
い
ず
れ
も
原
告
の
解
散
決
議
の
取
消
の
訴
は
棄
却
さ
れ
た
が
、
上
告
審
で
は
、
少
数
者
た
る
原
告
の
勝
訴
と
な
っ

た
。
連
邦
裁
判
所
は
そ
の
結
論
に
お
い
て
被
告
会
社
の
解
散
決
議
は
無
効
と
し
て
、
清
算
の
や
り
な
お
し
を
命
じ
、
多
数
者
が
そ
れ
に
積
極
的

に
協
力
す
る
義
務
が
あ
る
旨
を
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
王
　
当
該
解
散
決
議
は
定
款
に
定
め
の
あ
る
投
票
多
数
で
成
立
し
て
い
る
。
定
款
お
よ
び
法
律
（
西
独
有
限
会
社
法
六
〇
条
一
項
二
号
）
に

基
づ
く
社
員
総
会
に
よ
る
解
散
決
議
に
は
、
そ
れ
以
外
の
い
か
な
る
前
提
条
件
も
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
解
散
で
い
か
な
る
具
体

的
理
由
が
存
し
、
ど
の
社
員
が
解
散
を
主
張
す
べ
き
か
は
間
題
で
は
な
い
。
必
要
な
多
数
決
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
解
散
決
議
に
は
な
ん
ら
具
体

的
理
由
あ
る
正
当
化
は
必
要
で
な
く
、
そ
の
多
数
決
そ
れ
自
体
に
正
当
性
が
あ
る
。

　
H
　
し
か
し
、
多
数
者
の
議
決
権
行
使
に
濫
用
が
あ
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
と
し
て
、
本
件
が
そ
れ
に
該
当
す
る
旨
を
以
下
の
よ
う

に
理
由
づ
け
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
で
は
、
多
数
者
（
F
婦
人
）
が
解
散
決
議
前
に
行
っ
た
事
前
措
置
を
そ
の
評
価
の
全
体
に
入
れ
る
と
、
違

法
状
態
が
生
じ
、
そ
れ
は
維
持
・
存
続
で
ぎ
な
い
旨
を
判
示
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
確
定
さ
れ
た
事
前
措
置
を
前
に
し
て
は
多
数
者
は
自

己
の
会
社
に
対
す
る
誠
実
義
務
に
違
反
し
て
い
て
、
事
前
措
置
が
業
務
執
行
役
員
辞
任
前
（
一
九
七
四
年
一
二
月
三
〇
日
前
）
に
行
わ
れ
た
か

ぎ
り
、
会
社
経
営
（
業
務
執
行
）
の
義
務
に
も
違
反
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
被
告
会
社
の
解
散
が
決
議
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
F
婦
人
は
被
告
会

社
を
営
業
中
の
企
業
と
し
て
、
そ
の
企
業
自
体
を
経
済
的
に
維
持
・
繁
栄
さ
せ
る
義
務
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
し
な
い
で
、
従
業
員

の
専
門
職
を
す
べ
て
引
ぎ
抜
き
、
被
告
会
社
を
空
洞
化
し
て
、
清
算
を
不
当
に
先
取
り
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
解
散
決
議
は
実

際
に
は
存
立
の
基
礎
が
ほ
と
ん
ど
奪
わ
れ
て
い
る
会
社
に
お
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
社
員
総
会
に
お
け
る
討
議
は
実
際
上
無

意
味
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
企
業
を
一
括
し
て
、
す
な
わ
ち
営
業
と
と
も
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
に
事
前
に
仕
組
ま
れ

た
状
態
に
直
面
す
る
と
、
清
算
人
は
被
告
会
社
の
営
業
装
置
、
商
品
そ
の
他
の
営
業
手
段
を
解
散
決
議
後
新
設
会
社
（
H
有
限
会
社
）
へ
売
却

す
る
以
外
に
途
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
F
婦
人
（
多
数
者
）
は
熟
練
さ
れ
た
専
門
従
業
員
、
技
術
上
の
ノ
ウ
・
ハ
ウ
、
得
意
先
関

係
、
企
業
の
名
声
に
認
め
ら
れ
る
無
体
財
産
に
代
償
を
払
う
こ
と
な
く
、
被
告
会
社
の
営
業
全
部
を
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
を
や
っ
て
の
け
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説論

た
こ
と
に
な
る
。
以
上
に
述
べ
ら
れ
た
不
当
な
事
前
措
置
の
内
容
は
解
散
決
議
そ
の
も
の
に
も
付
着
し
て
い
る
。
多
数
者
（
F
婦
人
）
の
議
決

権
行
使
に
は
、
株
式
法
二
四
三
条
二
項
が
準
用
さ
れ
、
多
数
者
は
会
社
お
よ
び
原
告
の
損
害
に
な
る
よ
う
に
不
当
な
特
別
利
益
の
追
求
を
し
た

こ
と
に
な
る
。
誰
が
解
散
の
原
因
と
な
る
信
頼
関
係
の
破
壊
を
し
た
か
は
間
題
に
な
ら
な
い
が
、
多
数
者
た
る
F
婦
人
が
会
社
の
解
散
権
限
を

有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
不
当
な
事
前
措
置
（
前
掲
図
解
参
照
）
に
よ
り
そ
の
権
限
を
自
分
の
利
益
の
た
め
、
そ
し
て
会
社
や
少
数
者
の
犠
牲

に
お
い
て
、
清
算
に
結
び
つ
け
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
（
2
）

⑥
　
研
究
　
ω
既
述
（
二
）
の
傾
向
判
例
（
特
に
カ
リ
・
ザ
ル
ツ
判
例
）
に
よ
る
と
、
当
該
多
数
決
に
よ
る
少
数
者
の
利
益
侵
害
は
そ
の
決
議

が
会
社
目
的
（
共
同
目
的
）
の
実
現
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
相
当
で
あ
る
場
合
に
有
効
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
多
数
者
は
単
に
多
数

決
濫
用
の
疑
い
が
な
い
よ
う
に
決
定
す
る
義
務
（
消
極
的
義
務
）
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
（
具
体
的
）
に
少
数
者
の
利
益
侵
害
に
つ
い
て
当
該

決
議
を
正
当
化
す
る
義
務
（
積
極
的
義
務
）
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
西
独
の
近
時
の
学
説
に
採
り

入
れ
ら
れ
て
、
既
述
の
カ
リ
・
ザ
ル
ツ
判
例
法
理
は
「
会
社
法
の
暗
黒
時
代
」
の
幕
明
け
と
し
て
期
待
さ
れ
、
新
し
い
「
会
社
法
倫
理
」
が
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

め
ら
れ
た
と
も
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
近
時
の
学
説
や
判
例
の
傾
向
の
矢
先
に
、
本
件
判
旨
は
少
数
老
（
原
告
）
を
勝
訴
さ
せ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
な
多
数
決
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
解
散
決
議
に
は
「
具
体
的
理
由
あ
る
正
当
化
」
は
不
要
で
あ
り
、
解
散
決
議
そ
れ

自
体
に
正
当
性
が
あ
る
旨
を
表
明
し
た
。
す
な
わ
ち
解
散
決
議
の
効
力
は
特
別
に
解
散
を
正
当
化
す
る
理
由
の
存
在
に
よ
っ
て
は
左
右
さ
れ
な

い
旨
を
判
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
前
掲
判
旨
1
）
。
他
方
に
お
い
て
、
先
例
と
し
て
の
I
T
T
判
例
や
カ
リ
・
ザ
ル
ッ
判
例
か
ら
、
学
説
は

『
原
則
と
し
て
多
数
者
の
少
数
者
た
る
地
位
へ
の
す
べ
て
の
権
利
侵
害
は
必
要
性
と
相
当
性
と
い
う
観
点
の
下
で
の
「
具
体
的
理
由
」
が
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
事
例
で
は
そ
の
点
の
考
量
が
立
法
自
体
に
ょ
り
な
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
予
防
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
場

合
が
あ
る
』
と
解
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
果
し
て
本
件
判
旨
（
1
）
は
混
乱
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
さ
え
生
ず
る
の
で
あ

（
4
）る

。
こ
の
点
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
判
旨
の
結
論
は
解
散
決
議
の
無
効
を
理
由
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た

（
前
掲
判
旨
且
）
。
清
算
の
や
り
な
お
し
を
命
ず
る
判
旨
の
理
由
づ
け
に
若
干
の
疑
念
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
判
旨
第
二
点
を
以
下
の
よ
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多数者による解散決議の自由と濫用一西独判例の研究を中心として一（別府）

う
に
要
約
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
本
件
判
旨
は
本
稿
に
必
要
な
と
こ
ろ
以
外
は
省
略
し
て
あ
る
。

　
＠
　
し
か
る
に
、
本
件
の
多
数
者
（
F
婦
人
）
の
措
置
、
す
な
わ
ち
「
事
前
措
置
」
（
前
掲
図
解
参
照
）
が
す
べ
て
清
算
決
定
前
に
自
分
へ
向
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
、
多
数
者
は
同
時
に
経
営
者
と
し
て
被
告
会
社
の
た
め
に
尽
力
す
べ
き
時
点
で
、
あ
る
い
は
多
数
者
と
し
て
会
社
の
目
的
を

全
社
員
の
利
益
の
た
め
に
誠
実
に
追
求
す
べ
ぎ
時
点
で
、
多
数
者
が
も
っ
と
も
有
利
な
事
情
の
下
で
自
分
へ
の
会
社
財
産
譲
渡
を
準
備
し
て
い

た
こ
と
、
多
数
者
に
よ
り
会
社
利
益
を
実
現
す
べ
き
財
産
価
値
の
事
実
上
の
移
転
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
形
式
的
な
解
散
決
議
・

清
算
決
定
が
具
体
的
（
実
質
的
）
に
は
当
該
社
員
（
少
数
者
）
の
締
め
出
し
と
な
り
、
ど
う
し
て
も
多
数
者
の
事
前
措
置
が
評
価
全
体
に
入
れ

ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
多
数
者
行
動
（
解
散
決
議
）
で
あ
る
の
に
、
少
数
者
の
地
位
の
利
益
侵
害
に
「
具
体

的
理
由
」
が
欠
け
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
多
数
者
は
決
し
て
裁
量
権
行
使
が
自
由
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
当
該
決
議
の
具

体
的
基
礎
に
関
し
て
も
法
の
欄
御
に
服
す
べ
ぎ
こ
と
。
し
か
る
に
、
解
散
決
議
に
お
い
て
は
具
体
的
理
由
あ
る
正
当
化
が
間
題
で
あ
る
の
で
は

な
く
、
当
該
決
議
が
少
数
者
を
犠
牲
に
し
て
解
散
決
議
の
機
能
に
反
し
て
、
す
な
わ
ち
会
社
に
投
下
さ
れ
た
資
本
を
換
金
化
し
、
あ
る
い
は
他

の
用
途
に
転
用
す
る
「
投
資
転
用
」
の
代
り
に
、
少
数
者
の
締
め
出
し
を
行
っ
た
こ
と
、
重
要
な
こ
と
は
そ
の
よ
う
な
多
数
者
の
権
力
濫
用
が

あ
っ
た
と
い
う
推
定
が
く
つ
が
え
さ
れ
な
い
こ
と
に
本
件
の
核
心
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
し
か
る
に
、
清
算
の
や
り
な
お
し
が
多
数
者
に
課
さ

れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
〉

　
の
　
以
上
の
よ
う
に
判
旨
（
H
）
を
理
解
し
な
が
ら
、
他
方
で
判
旨
全
体
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
①
解
散
決
議
の
効

力
は
解
散
を
正
当
化
す
る
理
由
の
存
在
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。
②
多
数
者
に
よ
る
適
法
（
多
数
決
要
件
通
り
）
の
解
散
決
議
は

具
体
例
の
特
別
事
清
か
ら
、
解
散
権
限
の
濫
用
が
生
ず
る
と
き
に
の
み
、
法
的
蝦
疵
（
違
法
状
態
）
が
生
じ
、
取
り
消
し
無
効
に
で
き
る
こ
と
。

そ
こ
に
多
数
者
権
力
の
限
界
が
あ
る
が
、
そ
の
濫
用
は
取
消
権
者
に
よ
っ
て
立
証
す
べ
き
こ
と
。
③
多
数
者
の
解
散
権
限
の
濫
用
は
多
数
者
が

特
別
理
由
が
な
い
の
に
少
数
者
を
締
め
出
す
目
的
で
、
あ
る
い
は
経
済
的
不
利
益
を
与
え
る
目
的
で
少
数
者
を
排
除
す
る
意
図
で
、
法
律
上
付

与
さ
れ
る
権
限
を
使
用
す
る
と
き
に
生
ず
る
こ
と
。
④
清
算
段
階
で
も
、
少
数
者
の
利
益
を
保
持
す
べ
き
会
社
経
営
者
お
よ
び
多
数
者
の
積
極

1”
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的
義
務
が
あ
る
こ
と
。
も
し
多
数
者
が
清
算
の
結
果
を
自
己
の
利
益
の
た
め
に
不
当
に
先
取
り
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
毅
疵
は
解
散
決
議

に
も
、
そ
し
て
清
算
実
施
決
定
に
も
付
着
す
る
こ
と
。
⑤
そ
の
結
果
、
多
数
者
に
よ
る
解
散
権
限
の
濫
用
は
多
数
者
に
単
に
金
銭
上
の
調
整
と

い
う
形
式
で
損
害
賠
償
が
課
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
す
で
に
行
わ
れ
た
解
散
を
撤
回
し
、
原
状
回
復
す
る
義
務
（
積
極
的
義
務
）
が
認
め
ら

れ
る
、
と
解
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
本
件
判
旨
の
特
色
と
し
て
は
多
数
者
の
議
決
権
行
使
の
動
機
や
目
的
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
「
事
前
措
置
」
が
組
み
込
ま
れ
、
全
体

評
価
さ
れ
て
、
当
該
多
数
決
は
不
当
（
違
法
）
と
判
断
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
結
局
、
本
件
判
旨
は
解
散
決
議
の
撤
回
だ
け
で
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

多
数
者
に
権
力
の
不
当
行
使
と
い
う
違
法
状
態
の
清
算
の
や
り
な
お
し
の
協
力
義
務
を
認
め
た
、
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
会
社
の
経
営
者
は
適
法
な
経
営
を
行
う
法
律
上
の
義
務
を
有
し
、
そ
の
違
反
に
は
損
害
賠
償
や
違
法
状
態
の
撤
回
の
義
務
が
課
さ
れ
る
が

（
西
独
株
式
法
九
三
条
、
二
六
条
、
二
四
三
条
以
下
、
二
四
五
条
）
、
こ
の
こ
と
が
多
数
者
た
る
F
婦
人
の
義
務
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ

に
意
義
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
の
違
法
状
態
の
除
去
に
多
数
者
の
協
力
義
務
（
積
極
的
義
務
）
が
認
め
ら
れ
た
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

西
独
会
社
法
で
は
そ
の
よ
う
な
考
え
方
の
根
拠
は
、
西
独
株
式
法
二
七
条
（
お
よ
び
三
一
七
条
）
に
あ
る
、
と
思
う
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ

立
法
論
的
課
題
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
の
趣
旨
の
導
入
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
立
法
的
構
成
に
よ
り
、
多
数
者
に

金
銭
に
よ
る
損
害
賠
償
義
務
ば
か
り
で
な
く
、
会
社
の
違
法
状
態
の
除
去
な
い
し
差
止
の
義
務
も
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
結
合
企
業
法
上
の
支
配
株
主
以
外
の
多
数
者
の
会
社
関
係
上
の
積
極
的
（
誠
実
）
義
務
の
比
較
法
的
展
開
が
可
能
で
は
な
い
か
、
と

思
っ
て
い
る
。

　
⑲
　
さ
ら
に
、
本
件
判
旨
は
社
員
間
の
誠
実
義
務
（
私
見
に
よ
る
積
極
的
（
誠
実
）
義
務
〉
を
基
調
と
し
て
、
そ
し
て
既
述
（
二
）
の
傾
向
判

例
に
位
置
づ
け
て
は
じ
め
て
、
適
法
（
多
数
決
要
件
通
り
）
の
多
数
決
（
多
数
者
行
動
）
が
具
体
的
理
由
あ
る
正
当
な
多
数
決
（
多
数
者
支

配
）
で
あ
る
（
｛
興
ヨ
巴
Φ
竃
Φ
鐸
冒
o
智
韓
B
讐
R
鼠
匡
。
窪
蒔
①
竃
①
ぼ
犀
o
ε
こ
と
を
示
し
た
資
料
と
評
価
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
多
数
老
が

少
数
者
の
社
員
た
る
利
益
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
し
て
も
、
こ
の
義
務
（
配
慮
義
務
）
が
無
制
限
に
適
用
さ
れ
、
社
員
と
し
て
の
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義
務
が
加
重
さ
れ
る
わ
け
で
な
く
、
会
社
の
共
同
目
的
の
実
現
・
遂
行
と
い
う
「
会
社
利
益
」
を
継
続
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
と
い
う
制
約
が

あ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
多
数
者
支
配
（
解
散
決
議
の
自
由
）
の
限
界
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
判
例
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
㈲
　
で
は
、
本
件
判
旨
（
1
）
の
特
異
性
は
従
来
の
傾
向
判
例
の
関
連
で
い
か
に
位
置
づ
け
て
お
く
べ
き
か
に
つ
き
検
討
し
て
お
ぎ
た
い
。

既
述
し
た
通
り
、
本
件
判
旨
（
1
）
は
適
法
要
件
以
上
に
不
文
法
的
追
加
要
件
を
必
要
と
し
て
い
な
い
。
解
散
決
議
に
「
特
別
多
数
」
の
要
件
が

成
立
す
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
が
、
既
に
フ
ェ
ル
ト
・
ミ
ユ
ラ
ー
判
例
で
組
織
変
更
に
際
し
て
特
別
多
数
に
ょ
る
少
数
者
排

除
は
有
効
で
あ
る
が
、
た
だ
「
特
別
多
数
」
の
程
度
が
問
題
に
な
っ
た
先
例
が
あ
る
。
他
方
に
お
い
て
、
既
述
の
カ
リ
・
ザ
ル
ツ
判
例
法
理
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

関
連
し
た
場
合
、
本
件
判
旨
（
1
）
は
そ
の
傾
向
判
例
の
例
外
の
一
つ
と
し
て
位
置
つ
け
る
べ
ぎ
か
の
間
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
の
解

散
決
議
が
適
法
な
多
数
決
要
件
通
り
の
決
議
で
足
り
る
と
し
て
、
事
が
解
決
し
た
こ
と
に
な
ら
ず
、
そ
の
上
先
例
と
し
て
の
カ
リ
・
ザ
ル
ッ
判

例
法
理
、
お
よ
び
そ
れ
を
支
持
す
る
近
時
の
学
説
に
従
っ
た
判
旨
と
も
思
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、
若
干
の
特
異
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
｝
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
に
、
H
・
ヴ
イ
デ
マ
ン
と
M
・
ル
タ
ー
の
見
解
に
依
拠
し
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
展
開
し
て
お
ぎ
た

い
。

　
い
ま
会
社
法
上
の
多
数
決
（
多
数
者
支
配
）
を
、
㈲
多
数
者
の
決
定
や
措
置
が
そ
の
会
社
の
共
同
目
的
や
経
営
目
標
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
も
の

と
、
⑧
そ
う
で
は
な
く
、
会
社
の
共
同
目
的
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
中
立
的
決
定
や
措
置
と
、
に
分
け
て
み
る
。
私
見
に
ょ
る
と
、
会
社

目
的
の
実
現
な
い
し
追
求
と
い
う
観
点
の
下
で
「
会
社
利
益
」
と
い
う
上
位
概
念
が
構
成
さ
れ
る
が
、
㈲
の
内
容
と
し
て
は
「
会
社
の
業
務
執

行
（
経
営
）
な
ら
び
に
会
社
目
的
を
具
体
化
す
べ
ぎ
一
切
の
決
議
、
す
な
わ
ち
役
員
の
選
・
解
任
、
資
本
調
達
上
の
措
置
、
あ
る
い
は
会
社
の

基
本
構
造
の
変
更
（
結
合
企
業
へ
の
吸
収
、
合
併
そ
の
他
組
織
変
更
）
の
決
議
」
が
あ
る
。
⑧
の
内
容
と
し
て
は
「
会
社
解
散
決
議
な
ら
び
に
定

款
の
目
的
変
更
、
実
質
的
に
も
形
式
的
に
も
他
の
企
業
形
態
を
選
択
す
る
決
議
、
社
員
関
係
を
新
た
に
規
制
す
る
決
議
（
社
員
の
排
除
、
持
分

の
譲
渡
、
利
益
配
当
率
の
変
更
）
」
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
H
・
ヴ
ィ
デ
マ
ソ
の
見
解
に
従
う
と
、
後
者
⑧
の
場
合
、
カ
リ
・
ザ
ル
ツ
判
例
法
理
の
適
用
を
認
め
、
一
定
の
具
体
的
理
由
に
ょ
り
正
当
化
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説論

さ
れ
る
多
数
決
（
多
数
者
支
配
）
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
、
な
ら
び
に
「
社
員
平
等
原
則
」
に
基
づ
く
一
般
法
理
上
の
有
効
な
多
数

決
（
多
数
者
支
配
）
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
調
整
法
理
と
し
て
固
有
の
価
値
基
準
に
な
る
と
解
す
る
。
他
方
、
前
者
㈹
の
場
合
、

多
数
者
の
決
定
段
階
で
当
該
決
定
が
「
会
社
利
益
」
（
会
社
の
福
祉
）
に
役
立
つ
こ
と
が
客
観
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
多
数
者
が
批
判
を
う
け
る
こ

と
な
く
、
ま
た
多
数
者
は
会
社
の
組
織
支
配
権
力
を
掌
中
に
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
会
社
経
営
者
と
同
じ
く
、
故
意
的
に
も
過
失
的
に
も

積
極
的
（
誠
実
）
義
務
に
違
反
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
立
証
す
る
責
任
が
あ
る
、
と
解
す
る
。
換
言
す
る
と
、
会
社
の
共
同
目
的
や
経
営
目
標
に

結
び
つ
け
ら
れ
る
多
数
決
や
措
置
（
多
数
者
支
配
）
が
会
社
目
的
の
達
成
に
客
観
性
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
を
期
待
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、

少
数
者
の
利
益
侵
害
に
な
る
場
合
、
そ
こ
に
は
多
数
者
と
少
数
者
と
の
財
産
お
よ
び
利
益
の
考
量
の
場
と
な
り
、
多
数
者
支
配
（
多
数
決
）
は
他

者
の
利
益
を
で
き
う
る
か
ぎ
り
配
慮
す
る
手
段
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
価
値
判
断
が
必
要
な
旨
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
H
・
ヴ
ィ
デ
マ
ン
の
考
え
方
で
は
資
本
多
数
決
す
べ
て
に
適
法
要
件
以
外
に
「
具
体
的
理
由
あ
る
正
当
化
」
と
い
う
付
加
的
不
文
法

的
要
件
を
必
要
と
し
て
、
既
述
（
剛
）
の
よ
う
な
（
問
題
の
所
在
⑥
参
照
）
、
資
本
多
数
決
の
二
段
階
論
に
よ
る
多
数
決
制
御
論
を
展
開
し
て
い

な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
見
解
の
よ
う
に
、
各
種
の
決
議
日
的
を
明
確
に
認
識
す
る
と
し
て
も
、
果
し
て
各
決
議
内
容
（
㈹
、
⑧
）
に
応
じ
て
多

数
決
の
制
御
の
程
度
に
段
階
的
差
異
を
つ
け
る
考
え
方
で
、
多
数
決
（
多
数
者
支
配
）
が
具
体
的
、
統
一
的
に
、
一
定
の
価
値
基
準
を
も
っ
て

制
御
で
き
る
こ
と
に
な
る
か
に
つ
ぎ
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
＠
　
こ
こ
で
本
稿
の
対
象
と
す
る
解
散
決
議
の
自
由
を
例
に
し
て
考
え
て
み
る
。
会
社
解
散
は
会
社
に
拘
束
さ
れ
る
資
本
を
換
金
化
し
、
あ

る
い
は
他
の
用
途
に
転
用
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
投
資
転
用
の
可
能
性
を
多
数
者
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
投
資
転
用
は
清
算
の
過
程
で

一
括
し
て
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
で
あ
れ
、
一
部
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
で
あ
れ
、
清
算
の
結
果
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
投
資
転
用
の
目
標

達
成
に
は
会
社
の
解
散
決
議
が
必
要
で
あ
る
が
、
他
方
会
社
の
目
的
実
現
な
い
し
追
求
と
い
う
観
点
で
の
「
会
社
利
益
」
の
た
め
に
、
解
散
が
必

要
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
H
・
ヴ
ィ
デ
マ
ン
の
見
解
の
よ
う
に
「
必
要
性
」
と
い
う
規
準
も
不
文
法
的
要
件
に
な
り
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
1
）

ず
、
投
資
転
用
を
阻
止
す
る
「
相
当
性
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
多
数
者
に
付
与
さ
れ
て
い
る
投
資
転
用
と
い
う
可
能
性
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が
「
会
社
利
益
」
の
た
め
に
必
要
で
な
い
と
い
う
理
由
で
、
多
数
者
か
ら
奪
わ
れ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。
法
が
「
特
別
多
数
」
と
い
う
要

件
を
課
し
て
、
解
散
を
認
め
る
趣
旨
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
解
散
決
議
が
会
社
利
益
の
た
め
必
要
で
な
く
、
多
数
者
の
利
己
目
的
の
た
め
、
か
つ
会
社
の
資
本
機
能
に
反
す
る
目
的
の
た
め
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
多
数
者
が
自
己
の
権
力
を
会
社
機
能
に
反
し
て
行
使
し
た
と
い
っ
て
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
好
ま
し
く
な
い
競
争
相
手
（
少
数
者
）
を
つ
ぶ
す
た
め
に
、
企
業
競
争
を
し
て
い
る
多
数
者
（
支
配
会
社
）
に
よ
っ
て

解
散
決
議
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
決
議
に
は
蝦
疵
が
あ
り
う
る
し
、
取
り
消
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

一
方
に
お
い
て
、
解
散
は
確
か
に
少
数
者
に
重
大
な
こ
と
で
あ
り
、
少
数
者
が
社
員
た
る
地
位
を
失
う
こ
と
も
疑
い
な
い
が
、
他
方
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
ぜ

そ
の
こ
と
で
多
数
者
の
権
力
の
濫
用
が
カ
パ
ー
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
多
数
者
に
ょ
る
解
散
決
議
の
自
由
と
濫
用
の
限
界
が
あ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
結
局
は
、
多
数
者
に
議
決
権
行
使
の
濫
用
が
あ
れ
ば
、
第
一
段
階
論
と
し
て
、
多
数
決
は
制
御
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
構
成
し
た
上
で
、
既
述
（
二
）
の
傾
向
判
例
と
関
連
し
て
み
る
と
、
会
社
法
の
資
本
多
数
決
の
制
御
法
理
に
は
二
段
階
論
が
あ

る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
（
既
述
（
一
）
⑥
）
。
解
散
決
議
に
つ
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
E
・
ヴ
ィ
デ
マ
ソ
の
よ
う
に
多
数
決
を
、
㈹
の

内
容
と
⑧
の
内
容
に
応
じ
て
、
制
御
の
程
度
の
段
階
的
差
異
を
考
え
る
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
か
ぎ
り
で

本
件
判
旨
（
1
）
も
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
う
す
る
と
、
多
数
決
を
「
決
議
対
象
」
に
応
じ
て
分
け
て
お
い
て
、
し
か
も
資
本
多
数
決
の
第
二
段
階
の
制
御
理
論
を
展
開
し
て
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
3
〉

方
が
具
体
的
に
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
見
解
は
M
・
ル
タ
ー
に
倣
う
考
え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
多
数
決
は
「
一
定
の
具
体
的
理
由

（
必
要
性
と
妥
当
性
）
あ
る
正
当
化
」
と
い
う
付
加
的
不
文
法
的
要
件
に
基
づ
い
て
審
査
さ
れ
る
も
の
と
、
多
数
者
の
裁
量
権
の
濫
用
（
多
数

者
権
力
の
濫
用
）
に
基
づ
い
て
の
み
審
査
さ
れ
る
も
の
と
、
に
分
け
て
本
件
判
旨
を
位
置
づ
け
た
方
が
誤
解
な
い
よ
う
に
思
う
。
本
件
判
旨

（
H
）
は
ま
さ
に
多
数
者
の
事
前
措
置
が
多
数
者
の
裁
量
権
（
多
数
者
権
力
）
の
濫
用
に
な
り
う
る
こ
と
を
示
し
た
貴
重
な
例
示
で
あ
る
。
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具
体
的
事
例
で
は
、
一
定
の
具
体
的
理
由
に
よ
る
正
当
化
の
判
断
が
法
自
体
に
よ
り
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
決
議
対
象
に
は
解
散
、
組
織
変

更
法
九
条
に
よ
る
組
織
変
更
、
結
合
企
業
法
の
編
入
（
西
独
株
式
法
三
一
九
条
・
三
二
〇
条
）
、
合
併
（
西
独
株
式
法
二
九
一
条
、
三
〇
四
条
、
三

〇
五
条
）
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
通
常
の
資
本
調
達
措
置
（
認
許
資
本
、
転
換
社
債
を
含
む
条
件
付
資
本
な
ど
）
、
複
数
議
決
権
株
式

の
創
設
、
資
本
減
少
が
清
算
と
な
ら
な
い
か
ぎ
り
そ
の
減
資
手
続
な
ど
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
で
は
株
主
の
新
株
引
受
権
排
除
の
多
数
者

支
配
の
場
合
、
会
社
（
社
団
）
内
部
に
お
け
る
会
社
利
益
の
価
値
の
推
移
に
よ
っ
て
、
少
数
者
が
締
め
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
少
数
者
の
法
的
地
位
の
侵
害
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
で
は
会
社
経
営
の
目
的
の
達
成
（
会
社
利
益
）
の
た
め
に
、

少
数
者
の
権
利
の
侵
害
が
「
必
要
」
で
あ
り
、
「
相
当
」
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
説
明
・
立
証
の
責
任
が
、
会
社
経
営
者
は
勿
論
の
こ
と
、
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

数
者
に
も
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
㊦
　
M
・
ル
タ
ー
の
見
解
に
従
い
な
が
ら
、
要
約
し
て
お
く
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
一
般
に
会
社
法
自
体
は
多
数
者
に
会
社
経
営
者
た
る

自
由
を
与
え
て
、
そ
の
余
地
の
範
囲
で
は
多
数
者
は
「
会
社
利
益
」
を
具
体
的
目
的
で
調
整
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
会
社
の
基
本
組
織
の
変
更

や
投
資
転
用
は
で
き
る
。
他
方
、
多
数
者
が
会
社
を
継
続
し
な
が
ら
、
少
数
者
の
不
利
益
に
な
る
決
定
（
価
値
の
推
移
）
に
な
る
場
合
に
は
、

そ
の
決
定
や
措
置
が
「
会
社
利
益
」
の
た
め
に
必
要
か
つ
相
当
で
あ
る
よ
う
に
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
る
と
、
少
数
者
保
護
の

要
請
が
、
代
償
規
制
、
平
等
条
件
で
の
合
併
、
溝
算
の
範
囲
内
に
お
け
る
社
員
平
等
取
り
扱
い
の
原
則
な
ど
に
明
ら
か
で
あ
る
限
度
に
お
い
て
、

多
数
者
は
少
数
者
と
の
協
力
事
業
の
基
礎
を
コ
定
の
具
体
的
理
由
」
に
よ
り
正
当
化
す
る
必
要
な
し
に
変
更
で
ぎ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、

そ
う
で
な
い
場
合
、
つ
ま
り
既
述
し
た
よ
う
に
、
多
数
者
の
少
数
者
た
る
地
位
へ
の
す
べ
て
の
権
利
侵
害
は
「
一
定
の
具
体
的
理
由
」
に
よ
る

正
当
化
が
必
要
で
あ
る
が
、
た
だ
立
法
的
解
決
が
さ
れ
て
い
る
場
合
、
多
数
者
の
議
決
権
行
使
に
濫
用
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
資
本
多
数
決
の

制
御
の
第
一
段
階
論
と
し
て
の
一
般
法
理
に
服
し
、
多
数
者
が
制
御
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
本
件
判
旨
は
以
上
の
よ
う
に
理
解
し

て
、
位
置
づ
け
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
そ
う
な
る
と
、
西
独
会
社
法
で
は
多
数
者
の
裁
量
権
濫
用
（
権
力
濫
用
）
に
対
処
し
た
制
御
論
と
、
一
定
の
具
体
的
理
由
あ
る
正
当
化
（
不
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文
法
的
要
件
）
に
基
づ
く
制
御
論
と
は
分
け
て
、
各
決
議
対
象
に
応
じ
て
そ
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
な
多
数
者
支

配
の
抑
制
措
置
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
（
1
）
U
一
〇
》
騨
一
Φ
凝
Φ
の
Φ
＝
ω
o
富
津
N
＼
這
oo
ご
ω
碁
o
o
算
　
家
毅
o
房
い
g
一
冨
ぴ
N
O
閑
一
＼
一
Q
oo
ど
¢
嵩
ド

　
　
（
2
）
竃
貰
8
ω
ピ
轟
Φ
ひ
N
言
嘗
冨
一
岳
9
S
浮
α
q
同
ぎ
脳
§
α
q
〈
8
寓
。
鐸
鼠
け
の
Φ
暮
ω
9
＆
暮
α
q
雷
ー
切
。
の
質
8
ど
謁
伽
R
国
導
ω
9
Φ
置
躍
国
O
国
婁

　
　
　
　
一
〇
〇
〇
9
曽
o
o
・
；
　
に
帰
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
研
究
で
あ
る
。

　
　
　
　
＜
α
q
一
●
名
。
5
弩
艮
日
β
u
R
憲
恥
嘗
き
g
儀
8
き
ま
の
§
鵯
び
8
9
募
舅
傷
畦
9
儀
8
蜜
魯
誉
⑦
一
竃
①
ω
Φ
濠
g
接
R
－
N
薦
一
①
㎞
9

　
　
　
　
》
口
旨
R
屏
＝
b
頓
N
q
ω
O
国
属
お
o。
O
も
3
・

　
　
（
3
）
竃
貰
o
房
ピ
葺
9
N
の
翔
一
＼
一
〇
〇。
一
｝
ω
・
ミ
↑

　
　
（
4
）
M
・
ル
タ
ー
に
よ
る
と
、
判
旨
（
1
）
は
混
乱
し
て
い
る
か
、
偶
然
な
の
か
、
あ
る
い
は
体
系
的
で
あ
る
か
、
と
自
問
し
な
が
ら
、
ま
た
西
独
連
邦
裁
判

　
　
　
　
所
第
二
部
が
一
連
の
事
件
を
ホ
ッ
ト
に
し
た
り
、
ク
ー
ル
に
し
た
り
す
る
印
象
を
述
べ
て
興
味
深
い
（
α
R
『
ω
聲
鉾
留
の
ω
躍
呂
霧
槻
R
8
窪
昏
鉱
の

　
　
　
　
一
画
o
び
①
巳
①
ω
騨
μ
け
麟
q
β
α
α
器
名
臼
び
ω
巴
び
鈴
儀
）
。

　
　
（
5
）
マ
o
一
坤
餌
導
日
ぼ
β
冒
一
〇
〇。
9
9
の
β
農

　
　
（
6
）
W
・
テ
イ
ム
は
会
社
法
に
お
け
る
原
状
回
復
（
客
9
鶴
鎮
誘
駐
ε
広
弩
）
の
承
認
と
も
い
う
（
薯
自
ぎ
β
冒
お
oo
O
あ
る
目
●
）
。

　
　
（
7
）
特
に
田
中
誠
二
「
機
関
改
正
試
案
が
残
し
た
要
改
正
事
項
」
会
社
法
研
究
第
二
巻
二
一
頁
以
下
参
照
、
拙
稿
・
法
学
論
集
｝
五
巻
二
号
三
｝
頁
以
下
。

　
　
（
8
）
寓
8
湧
ピ
¢
辞
Φ
ぴ
N
O
男
一
＼
一
〇
〇〇
一
あ
』
お
協
榛
・

　
　
（
9
）
浮
3
Φ
昌
名
一
＆
Φ
B
鋤
9
》
O
Φ
ω
Φ
一
一
ω
。
鼠
譲
3
。
鐸
（
一
り
o
o
O
）
｝
ω
浜
o
。
一
顕
（
＜
凶
一
・
∪
一
。
鵬
①
の
。
一
一
ω
9
舞
巽
Φ
9
葛
9
Φ
浮
雲
。
冨
一
。
算
）
。

　
　
　
　
国
①
昌
R
け
詣
一
亀
①
B
目
9
閃
g
拝
ω
①
豪
ω
。
ぽ
Φ
蜜
瑞
の
鼠
冨
ぎ
q
旨
①
旨
魯
匿
Φ
房
占
民
O
o
q陰
①
一
一
ω
9
聾
質
g
ぎ
N
O
客
鱒
＼
一
〇
〇。
9
ω
．
観
㎝
騨

　
　
（
1
0
）
国
Φ
浮
R
け
名
一
＆
Φ
旨
”
昌
早
N
O
図
●
N
＼
ご
oo
O
あ
。
観
S

　
　
（
1
1
）
竃
貰
o
房
一
躍
茸
o
さ
N
O
男
一
＼
這
o
o
一
あ
。
嵩
隷
』
●

　
　
（
1
2
）
竃
貰
9
ω
ピ
暮
§
3
N
露
一
＼
一
。
。。
ご
ω
・
嵩
。
。
・
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（
B
）
鼠
貰
窪
の
い
暮
富
び
N
O
男
一
＼
一
〇
〇〇
ど
ω
・
嵩
㊤
。

（
1
4
）
以
上
に
関
連
し
て
、
わ
が
国
会
社
法
上
の
「
決
議
事
項
」
（
通
常
決
議
事
項
、
特
別
決
議
事
項
、
特
殊
決
議
事
項
）
に
つ
い
て
、
私
見
に
基
づ
い
て
そ
れ

　
　
ぞ
れ
を
い
か
に
構
成
す
る
か
に
つ
い
て
の
比
較
法
解
釈
は
一
切
留
保
し
て
、
次
の
機
会
に
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
割
愛
し
て
い
る
。

四
　
結
び
に
代
え
て
ー
不
当
決
議
の
排
除
ー

ω
　
既
述
し
た
通
り
、
近
時
の
西
独
判
例
法
理
の
展
開
に
「
一
定
の
具
体
的
理
由
あ
る
多
数
者
支
配
」
の
思
想
が
読
み
と
れ
る
か
に
、
未
だ
に

十
分
な
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
わ
が
国
会
社
法
へ
の
寄
与
の
可
能
性
を
さ
ぐ
る
試
論
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
て
、
西
独

連
邦
裁
判
所
の
一
九
八
○
年
一
月
二
八
目
の
判
旨
に
よ
る
と
、
多
数
者
の
事
前
措
置
（
前
述
三
図
解
参
照
）
が
清
算
の
先
取
り
を
し
た
よ
う
な

「
権
力
の
不
当
利
用
」
を
容
認
せ
ず
、
そ
の
不
当
性
は
解
散
決
議
に
も
付
着
し
て
、
清
算
を
や
り
な
お
す
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し

て
、
判
例
は
少
数
者
の
追
放
手
段
と
し
て
多
数
者
権
力
を
利
用
す
る
こ
と
（
権
力
の
間
接
強
制
）
を
容
認
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
に

つ
い
て
既
述
（
三
⑧
研
究
）
で
言
及
し
た
が
、
わ
が
国
会
社
法
に
は
そ
の
よ
う
な
根
拠
（
例
え
ば
西
独
株
式
法
二
四
三
条
二
項
や
二
七
条
な

ど
）
が
存
在
し
な
く
て
も
、
西
独
の
本
件
判
旨
を
比
較
す
る
と
、
わ
が
国
で
も
下
級
審
で
は
あ
る
が
、
以
下
ω
お
よ
び
＠
の
よ
う
な
判
示
が
あ

る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
公
序
良
俗
違
反
」
の
概
念
を
も
っ
て
、
総
会
決
議
の
無
効
を
認
め
た
下
級
審
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
総
会
決
議
の
内
容
に
蝦
疵
が
な
く
て
も
、
決
議
が
無
効
と
な
り
う
る
こ
と
を
、
示
唆
し
た
判
例
で
あ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
私
見
で
あ
る
が
、
以
下
ω
お
よ
び
＠
の
判
旨
は
多
数
者
権
力
の
不
当
利
用
が
「
公
序
良
俗
違
反
」
を
理
由
に
「
蝦
疵
」

に
な
り
得
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
不
当
決
議
の
排
除
規
制
論
は
多
数
者
権
力
の
内
部
抑
制
措
置
、
す
な
わ
ち
経
営
管
理
の
抑
制
措
置
と
し
て
構

成
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
料
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
下
級
審
判
例
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
判
例
法
を
堀
り
出
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
う
。
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ω
　
そ
れ
は
前
述
の
「
は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
昭
和
三
五
年
最
高
裁
判
例
の
原
審
の
こ
と
で
あ
る
（
昭
和
三
〇
年
一
二
月
輔
二
日
広
島
高

等
裁
判
所
松
江
支
部
判
決
）
。
最
高
裁
は
「
株
式
総
会
の
決
議
の
内
容
自
体
に
は
何
ら
法
令
又
は
定
款
違
背
の
蝦
疵
が
な
く
、
単
に
決
議
を
な
す

動
機
、
目
的
に
公
序
良
俗
違
反
が
あ
る
に
と
ど
ま
る
場
合
は
、
決
議
を
無
効
た
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
破
棄
差
戻
し
た
の
で
あ

る
。
原
審
で
は
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
通
説
は
最
高
裁
判
旨
を
認
め
て
、
結
局
は
株
主
相
互
間
の
利
害
衝
突
に
す
ぎ
な
い
場

合
、
動
機
の
不
法
を
決
議
の
効
果
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
認
め
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西
独
判
例
の
比
較
の
点
か
ら
、
そ
の
判
例
法

の
意
義
を
認
め
て
付
言
し
て
お
ぎ
た
い
と
思
う
。

　
す
な
わ
ち
「
本
件
総
会
の
決
議
の
内
容
を
見
る
に
、
そ
の
内
容
た
る
事
項
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
自
体
一
応
法
令
又
は
定
款
に
違
背
せ
ず
、
何

等
の
蝦
疵
も
な
い
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
表
面
に
現
わ
れ
た
文
言
の
解
釈
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
抑
も
如
何
な
る

経
緯
、
事
情
に
基
づ
い
て
本
件
臨
時
総
会
が
招
集
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
、
そ
の
開
催
の
動
機
に
関
す
る
点
に
つ
き
慎
重
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
。
そ
し
て
大
株
主
で
あ
り
、
会
社
の
経
営
者
で
も
あ
っ
た
代
表
取
締
役
が
総
会
を
招
集
す
る
に
至
っ
た
動
機
・
目
的
に
つ
い
て
詳

細
な
事
実
認
定
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
「
要
す
る
に
本
件
臨
時
総
会
が
代
表
取
締
役
（
同
時
に
大
株
主
）

と
抗
争
関
係
に
あ
っ
だ
株
主
の
権
利
、
利
益
を
侵
害
し
、
以
て
不
当
に
代
表
取
締
役
（
大
株
主
）
の
利
益
を
図
ら
ん
が
た
め
に
開
催
さ
れ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
を
認
め
得
る
。
そ
の
目
的
は
明
ら
か
に
公
序
良
俗
に
反
す
る
か
ら
無
効
で
あ
る
」
と
。

　
＠
ま
た
、
大
阪
地
判
（
昭
和
一
三
年
一
二
月
一
日
労
民
集
七
巻
六
号
九
八
六
頁
）
の
考
え
方
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
「
企
業
主

体
の
有
す
る
企
業
廃
止
の
自
由
（
憲
法
二
二
条
の
職
業
選
択
の
自
由
、
商
法
四
百
四
条
二
号
）
と
錐
も
、
今
日
に
お
い
て
は
絶
対
無
制
約
の
も
の

で
は
な
く
、
社
会
的
秩
序
の
要
請
す
る
制
約
に
当
然
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
廃
止
の
自
由
は
濫
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
（
憲
法
第
一

二
条
、
民
法
一
条
第
三
項
）
。
殊
に
企
業
別
組
合
の
形
態
の
も
と
に
お
い
て
は
会
社
の
解
散
は
従
業
員
の
解
雇
並
び
に
組
合
の
解
体
消
滅
を
伴
う

か
ら
企
業
能
力
を
有
す
る
会
社
が
、
労
働
組
合
の
合
法
的
組
織
活
動
を
弾
圧
し
全
組
合
員
を
解
雇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
壊
滅
さ
せ
る
こ

と
を
決
定
的
原
因
と
し
て
企
業
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
企
業
廃
止
の
自
由
の
濫
用
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
の
社
会
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的
秩
序
に
著
し
く
背
反
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
本
件
解
散
決
議
は
憲
法
二
十
八
条
、
労
組
法
七
条
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
）

号
三
号
に
違
反
し
、
従
っ
て
企
業
廃
止
の
自
由
の
濫
用
で
あ
る
と
同
時
に
公
序
良
俗
に
逆
反
す
る
も
の
と
し
て
無
効
で
あ
る
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

③
　
な
お
、
菱
田
教
授
は
、
以
下
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
ぎ
た
い
と
思
う
。

　
す
な
わ
ち
「
議
決
権
行
使
濫
用
は
当
該
決
議
に
賛
成
せ
る
全
株
主
な
い
し
大
株
主
に
つ
い
て
存
し
な
く
て
も
当
該
決
議
成
立
に
必
要
な
多
数

の
成
否
に
影
響
を
与
え
る
程
度
の
も
の
に
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
濫
用
は
決
議
の
成
立
（
結
果
）
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
決
議
成
立
の
多
数
の
内
容
に
よ
っ
て
は
小
株
主
の
動
機
も
焦
点
と
な
り
う
る
。
そ
し
て
不
当
な
決
議
の
成
立
（
不
公
正
な
結
果
の
発

生
〉
は
取
消
の
利
益
な
い
し
そ
の
必
要
性
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
取
消
の
必
要
な
不
当
な
決
議
で
あ
る
か
ど
う
か
（
株
式
に
関
す
る
利
益
が
害

さ
れ
た
か
否
か
は
）
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
取
締
役
が
不
当
な
意
図
を
も
っ
て
総
会
を
招
集
し
た
場
合
も
、
招
集
手

続
の
違
法
（
権
限
濫
用
ー
会
社
な
い
し
株
主
に
対
す
る
）
と
し
て
問
題
と
な
り
え
よ
う
。
総
会
招
集
権
限
の
濫
用
（
総
会
開
催
の
目
的
）
ま
た

は
議
決
権
行
使
の
濫
用
－
決
議
取
消
の
訴
の
問
題
と
し
て
考
え
る
の
が
適
当
な
類
型
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
。

⑥
　
本
稿
は
会
社
の
解
散
を
決
議
す
る
場
合
に
、
多
数
決
濫
用
が
間
題
と
な
り
う
る
の
か
、
な
り
う
る
と
す
れ
ぽ
如
何
な
る
場
合
か
、
に
つ
い
て

西
独
判
例
を
学
ん
だ
。
そ
こ
で
は
、
多
数
決
に
よ
る
少
数
者
の
排
除
が
不
当
で
あ
る
場
合
、
少
数
者
の
不
当
な
締
め
出
し
を
容
認
し
な
い
判
例

を
知
っ
た
。
わ
が
国
会
社
法
の
考
え
方
に
は
、
多
数
決
制
度
を
採
用
す
る
以
上
、
そ
れ
に
反
対
な
株
主
の
意
思
は
問
題
と
な
ら
ず
、
多
数
決
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ペ
レ

不
服
な
株
主
に
対
し
て
は
「
そ
の
投
下
資
本
」
を
回
収
す
る
途
を
確
保
し
て
お
け
ば
必
要
に
し
て
、
十
分
で
あ
る
と
の
説
が
あ
る
。
こ
の
考
え
方

で
は
、
少
数
者
保
護
（
た
と
え
ば
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
権
や
株
主
の
代
表
訴
訟
提
起
権
な
ど
）
が
立
法
的
に
解
決
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば

他
の
救
済
手
段
、
と
く
に
多
数
決
濫
用
の
問
題
を
生
じ
る
余
地
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
他
方
、
既
述
の
西
独
の
傾
向
判
例
に
認
め
ら
れ
る
「
一

定
の
具
体
的
理
由
」
に
よ
る
正
当
化
の
思
想
が
わ
が
国
で
も
応
用
で
き
る
か
に
つ
ぎ
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
結
果
と
し
て
、
多
数

者
が
少
数
者
と
の
協
力
事
業
の
基
礎
（
社
団
）
を
崩
壊
せ
し
め
る
よ
う
な
論
理
構
成
は
容
認
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
多
数
者
権
力
の
不
当
利
用

が
少
数
者
の
締
め
出
し
に
な
る
場
合
、
不
当
な
決
議
と
し
て
解
散
決
議
の
成
立
を
認
め
な
い
法
理
が
あ
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し

一120一



多数者による解散決議の自由と濫用一西独判例の研究を中心として一（別府）

か
る
に
、
不
当
決
議
の
排
除
規
制
法
理
と
し
て
の
昭
和
五
六
年
改
正
商
法
（
商
法
二
四
七
条
一
項
三
号
）
に
若
干
言
及
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

結
果
と
し
て
不
当
な
決
議
が
な
さ
れ
た
場
合
、
取
消
の
訴
の
対
象
と
な
る
か
に
つ
い
て
新
た
な
規
制
動
向
と
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

eO

　
と
こ
ろ
で
、
改
正
商
法
で
は
多
数
者
に
よ
る
少
数
者
の
締
め
出
し
（
排
除
・
圧
迫
）
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
一
つ
は

株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
基
づ
く
株
式
併
合
（
改
正
商
法
二
九
三
条
ノ
三
ノ
三
第
一
項
）
に
は
、
多
数
者
に
よ
る
少
数
者
の
排
除
の
可
能
性
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

濫
用
）
の
危
険
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
発
行
済
株
式
総
数
が
一
〇
〇
〇
株
で
A
株
主
が
七
〇
〇
株
を
有
し
て
お
り
、
A
以
外
の

株
主
が
三
〇
〇
株
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
一
株
当
り
の
純
資
産
額
が
八
○
円
で
あ
る
会
社
に
お
い
て
、
A
は
株
主
総
会
の
決
議
を
支
配
で
き
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
よ
り
七
〇
〇
株
を
一
株
に
併
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
き
O
欝
×
o
。
O
田
n
9
る
8
田
“
ー
繋
）
。
A

は
一
株
の
株
主
と
な
る
が
、
B
は
株
主
た
る
地
位
を
失
い
、
単
に
「
端
株
」
を
所
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
者
と
な
る
。
そ
の
結
果
　
A
だ
け
が
株

主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
、
B
は
株
主
総
会
の
議
決
権
を
失
い
、
さ
ら
に
A
だ
け
が
利
益
配
当
を
う
け
る
こ
と
が
で

き
、
B
は
利
益
配
当
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
（
改
正
商
法
二
三
〇
条
の
四
、
二
三
〇
条
の
六
）
。
こ
の
よ
う
に
七
〇
％
程
度
以
上
の
株

式
を
所
有
す
る
多
数
者
は
株
式
併
合
の
制
度
を
濫
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
数
株
主
を
締
め
出
す
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
あ
っ
て
、
改
正
商
法

上
こ
の
濫
用
の
危
険
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
改
正
商
法
に
よ
れ
ば
単
位
未
満
株
主
は
「
自
益
権
」
（
改
正
商
法
附
則
｝
八
条
）

し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
同
じ
株
主
で
あ
り
な
が
ら
、
単
位
未
満
株
主
に
は
共
益
権
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
少
数
株
主
に
対
し
、
株
主
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

帰
部
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
り
、
少
数
者
の
排
除
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
。
こ
こ
に
も
多
数
者
の
権
利
濫
用
の
危
険
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ

り
少
数
者
の
圧
迫
を
生
ぜ
し
め
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
多
数
者
は
株
主
総
会
に
お
い
て
過
半
数
を
占
め
る
こ
と
に
よ
り
、
株
主
総
会
の
決
議
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
う
し
て

株
式
併
合
を
達
成
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
少
数
者
の
排
除
（
圧
迫
）
と
な
る
よ
う
な
権
力
の
不
当
行
使
は
蝦
疵
（
濫
用
）
と
し
て
規

制
さ
れ
る
法
理
（
民
法
一
条
二
項
、
三
項
）
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
も
っ
ば
ら
少
数
者
を
締
め
出
す
意
図
の
株
式
併
合
を
可
決
す
れ
ぱ
、

そ
の
よ
う
な
多
数
者
の
議
決
権
行
使
は
濫
用
と
し
て
法
認
さ
れ
ず
、
当
該
決
議
は
決
議
方
法
が
著
し
く
不
公
正
な
も
の
と
し
て
取
消
さ
れ
無
効
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と
さ
れ
る
解
釈
が
で
き
る
と
思
う
（
改
正
商
法
二
四
七
条
一
項
一
号
）
。

　
最
後
に
将
来
に
お
い
て
多
数
者
権
力
の
不
当
行
使
の
規
制
法
理
と
し
て
期
待
さ
れ
る
不
当
決
議
の
排
除
制
度
（
改
正
商
法
二
四
七
条
一
項
三

（
8
）号

）
に
言
及
し
て
お
く
。
周
知
の
通
り
、
改
正
商
法
は
特
別
利
害
関
係
人
の
議
決
権
行
使
の
制
限
を
削
除
し
た
代
り
に
、
議
決
権
行
使
の
濫
用

に
よ
り
不
当
な
結
果
が
生
じ
た
場
合
の
対
応
措
置
を
設
け
た
（
改
正
商
法
二
四
七
条
一
項
三
号
）
。
こ
の
立
法
の
審
議
経
過
の
中
で
、
そ
の
た
め

の
措
置
と
し
て
「
機
関
に
関
す
る
改
正
試
案
」
は
「
一
部
の
株
主
が
自
己
ま
た
は
こ
れ
と
特
別
の
関
係
の
あ
る
第
三
者
に
特
に
利
害
を
与
え
る

目
的
で
議
決
権
を
行
使
し
た
結
果
、
会
社
又
は
他
の
株
主
に
著
し
い
損
害
が
生
ず
る
と
き
」
、
取
消
の
形
成
訴
訟
の
対
象
事
由
と
な
る
こ
と
を
明

文
化
し
て
い
た
。
こ
れ
は
多
数
者
の
権
力
行
使
の
主
観
的
要
件
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
議
決
権
行
使
の
動
機
や
目
的
は
論
外
と
さ

れ
た
の
か
、
改
正
条
文
に
は
明
文
は
な
く
「
特
別
利
害
関
係
人
に
よ
る
議
決
権
行
使
」
の
結
果
が
不
当
と
な
る
場
合
と
し
て
、
し
ぽ
り
が
か
け

ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
改
正
商
法
は
議
決
権
の
事
前
排
除
を
削
除
し
て
、
特
別
利
害
関
係
人
に
よ
り
行
使
さ
れ
た
議
決
権
を
表
決
に
算
入
す
る

こ
と
に
し
て
、
以
下
の
三
要
件
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
④
特
別
利
害
関
係
人
が
議
決
権
を
行
使
し
た
こ
と
、
◎
決
議
内
容
が
著
し
く
不

当
な
こ
と
、
◎
議
決
権
行
使
と
決
議
内
容
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
。

　
こ
の
三
要
件
の
構
成
要
件
を
め
ぐ
る
詳
細
は
本
稿
で
は
割
愛
す
る
が
、
結
果
と
し
て
不
当
決
議
の
排
除
規
制
が
将
来
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
根
拠
条
文
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
間
題
は
何
が
決
議
に
つ
き
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
範
囲
は
広
く
解
釈
さ
れ
る
べ
き
旨
が

支
持
さ
れ
て
い
る
。
有
力
な
考
え
方
に
は
、
改
正
商
法
は
多
数
決
濫
用
を
す
べ
て
決
議
取
消
事
由
に
し
た
と
み
て
、
そ
の
た
め
の
特
別
利
害
関

係
人
を
き
わ
め
て
広
く
解
す
る
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
他
方
に
多
数
決
濫
用
の
被
害
者
が
少
数
株
主
の
よ
う
な
会
社
内
部
関
係
者
で
あ
れ
ば

そ
の
救
済
手
段
は
取
消
の
形
成
訴
訟
と
解
さ
れ
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
特
別
利
害
関
係
人
の
範
囲
を
拡
大
し
て
み
て
も
、
決
議
内
容
の
著

し
い
不
当
性
は
決
議
無
効
事
由
で
あ
る
と
解
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
た
と
え
ば
立
法
の
明
文
上
、
前
述
の
株
式
併
合
に
よ
っ
て
少
数
者
を

排
除
す
る
多
数
決
濫
用
者
が
「
決
議
に
つ
ぎ
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
株
主
」
に
な
る
と
は
文
理
上
解
さ
れ
難
い
こ
と
は
あ
り
、
立
法
趣
旨
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多数者による解散決議の自由と濫用一西独判例の研究を中心として一（別府）

の
類
推
拡
大
解
釈
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
認
め
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
不
当
な
決
議
の
阻
止
・
排
除
に
立

法
の
規
制
の
狙
い
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
特
別
利
害
関
係
の
範
囲
は
狭
く
解
す
る
必
要
な
く
、
特
別
利
害
関
係
人
を
抜
い
て
も
、
結
果
が
不
当
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
取
消
事
由
の
対
象
と
し
て
規
制
さ
れ
る
も
の
と
解
し
て
お
き
た
い
。
過
半
数
を
有
す
る
株
主
が
自
ら
取
締
役
と
な
り
、
多
額

の
報
酬
を
受
け
る
こ
と
を
総
会
で
決
議
し
て
、
そ
の
結
果
、
株
主
が
配
当
を
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
し
ま
う
場
合
が
、
改
正
商
法
の
不
当

決
議
の
排
除
規
制
の
対
象
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
判
例
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
く
と
同
時
に
、
今
後
も
、
株
主
総

会
の
特
別
利
害
関
係
論
の
再
構
成
は
会
社
の
基
本
的
構
造
の
変
革
（
合
併
、
営
業
譲
渡
、
計
算
書
類
の
承
認
、
解
散
、
整
理
な
ど
）
に
関
係
し

て
火
の
粉
が
く
す
ぶ
り
つ
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
本
稿
で
は
そ
の
点
の
検
討
は
一
切
割
愛
し
て
後
日
の
検
討
に
期
し
た
い
と
思
う
。

脱
稿
直
前
に
喜
多
教
授
の
論
考
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
同
教
授
は
改
正
商
法
二
四
七
条
一
項
三
号
の
構
成
要
件
に
言
及
さ
れ
て
以
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
株
主
が
会
社
か
ら
営
業
を
譲
り
受
け
る
場
合
の
総
会
の
特
別
決
議
（
商
法
二
四
五
条
一
項
一
号
）
に
お
い
て
、
改

正
法
で
は
議
決
権
を
行
使
で
き
る
の
で
行
使
し
た
結
果
、
自
分
に
き
わ
め
て
有
利
な
対
価
が
決
議
さ
れ
、
会
社
に
、
ひ
い
て
は
他
の
株
主
に
不

当
な
損
害
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
前
述
の
三
要
件
（
④
、
◎
、
◎
）
を
充
た
す
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
お
そ
ら
く
特
別
利
害
関
係

人
が
大
株
主
で
あ
り
、
一
種
の
多
数
決
濫
用
に
な
る
か
ら
、
決
議
取
消
の
訴
に
服
す
る
と
も
み
ら
れ
よ
う
。
も
し
彼
が
少
数
株
主
で
あ
り
、
圧

倒
的
多
数
株
主
が
議
案
に
賛
成
し
て
い
る
な
ら
ば
、
彼
が
議
決
権
を
行
使
し
な
く
て
も
、
同
じ
議
案
が
可
決
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
特
別
利

害
関
係
入
の
議
決
権
行
使
と
こ
れ
を
算
入
し
て
成
立
し
た
決
議
の
内
容
と
の
間
に
は
因
果
関
係
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
て
み
れ
ぽ
因
果
関
係

が
あ
る
た
め
に
は
特
別
利
害
関
係
人
が
多
数
株
主
で
あ
り
、
そ
の
多
数
議
決
権
に
物
を
い
わ
せ
て
、
著
し
く
不
当
な
決
議
を
成
立
さ
せ
た
場
合

で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
意
味
で
改
正
商
法
は
多
数
濫
用
の
少
く
と
も
一
場
合
を
取
り
上
げ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
」
と
。

　
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
機
関
改
正
試
案
の
表
現
の
方
が
優
れ
た
立
法
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
支
持
し
て
、
本
稿
を
閉
じ
て
お
き
た
い
と

思
う
。
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説論

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

実
方
正
雄
・
会
社
判
例
百
選
（
新
版
）
二
一
三
頁
、
菱
田
政
宏
・
会
社
判
例
百
選
（
第
三
版
）
七
二
頁
。

本
件
判
例
を
め
ぐ
る
評
価
は
本
稿
で
は
割
愛
し
、
後
日
の
機
会
に
検
討
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
西
原
寛
一
「
会
社
の
解
散
と
不
当
労
働
行
為
」
労
働
法

大
系
四
巻
七
九
頁
以
下
、
橋
詰
洋
三
「
会
社
解
散
と
不
当
労
働
行
為
」
新
労
働
法
講
座
（
6
）
一
五
九
頁
以
下
、
正
田
彬
「
会
社
解
散
と
不
当
労
働
行

為
」
季
刊
労
働
法
四
六
号
四
三
頁
以
下
、
辻
秀
典
「
偽
装
解
散
」
労
働
判
例
百
選
（
第
四
版
）
二
四
四
頁
所
掲
の
資
料
・
学
説
参
照
。

菱
田
・
前
掲
判
例
百
選
（
第
三
版
）
七
三
頁
。

石
井
照
久
・
株
主
総
会
の
研
究
七
〇
頁
、
龍
田
節
「
資
本
多
数
決
の
濫
用
と
ド
イ
ッ
法
（
二
）
」
法
学
論
叢
六
八
巻
二
号
四
九
頁
以
下
参
照
。

鴻
常
夫
・
北
沢
正
啓
・
竹
内
昭
夫
・
龍
田
節
・
前
田
庸
「
会
社
法
改
正
要
綱
を
め
ぐ
っ
て
（
第
2
回
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
三
七
号
一
〇
四
頁
以
下
、
龍

田
節
「
株
主
総
会
の
正
常
化
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
（
特
集
会
社
法
の
改
正
）
七
四
七
号
一
〇
七
頁
参
照
、
元
木
伸
・
改
正
商
法
逐
条
解
説
九
四
頁
、
｝
O
｝

頁
以
下
。

並
木
俊
守
・
改
正
商
法
・
特
例
法
詳
解
三
四
頁
。

並
木
・
前
掲
書
六
二
頁
。

以
下
は
喜
多
了
裕
「
株
主
総
会
に
お
け
る
特
別
利
害
関
係
理
論
の
再
構
成
」
商
事
法
務
九
一
九
号
二
四
頁
以
下
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

喜
多
・
前
掲
商
事
法
務
二
六
頁
以
下
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
六
年
ご
∬
一
九
日
記
）
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